
比
例
代
表
５
０
）
を
争
う
。

安
倍
政
権
下
で
の
憲
法
改
正

に
前
向
き
な
「
改
憲
勢
力
」

が
３
分
の
２
以
上
の
議
席
を

維
持
す
る
か
ど
う
か
も
焦
点

だ
。

　

首
相
は
１
人
区
の
青
森
、

岩
手
で
街
頭
演
説
。
青
森
県

弘
前
市
で
は
旧
民
主
党
政
権

を
批
判
し
「
大
切
な
の
は
財

源
を
つ
く
り
、
実
行
す
る
こ

と
だ
。
混
迷
の
時
代
に
逆
戻

り
せ
ず
、
前
進
し
よ
う
」
と

実
行
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

公
明
党
の
山
口
那
津
男
代

表
は
川
崎
市
で
、
消
費
税
増

税
に
伴
う
軽
減
税
率
導
入
を

主
導
し
た
と
し
て
「
野
党
は

与
野
党
、
１
人
区
で
全
力

参
院
選
あ
す
投
票

米
艦
、
イ
ラ
ン
無
人
機
破
壊

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
電
波
攻
撃

日
本
の
淡
水
魚
、

絶
滅
危
機
に

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
、
ダ
ム
や
堤
防
影
響

し
た
。
共
同
通
信
社
の
終
盤

情
勢
調
査
で
は
投
票
先
を
決

め
て
い
な
い
人
が
４
割
あ
っ

た
。
無
党
派
層
の
動
向
や
投

票
率
が
選
挙
戦
の
鍵
を
握
り

そ
う
だ
。
投
票
率
が
上
が
れ

ば
無
党
派
層
の
投
票
が
増
え

る
と
さ
れ
る
。

　

４
日
公
示
の
参
院
選
は
１ 

２
４
議
席
（
選
挙
区
７
４
、

　
【
共
同
】
第
２
５
回
参
院

選
は
２
１
日
に
投
票
日
を
迎

え
る
。
６
年
半
を
超
え
た
安

倍
晋
三
首
相（
自
民
党
総
裁
）

の
政
権
運
営
に
対
し
、
有
権

者
の
中
間
評
価
が
示
さ
れ

る
。
与
野
党
党
首
ら
は
１
９

日
、
全
体
の
勝
敗
を
左
右
す

る
改
選
１
人
区
を
中
心
に
最

終
盤
の
舌
戦
に
全
力
を
尽
く

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
仲

井
大
祐
、
竹
本
篤
史
】
ト
ラ

ン
プ
米
政
権
は
１
８
日
、
中

東
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
現
地

時
間
の
同
日
午
前
に
航
行
し

て
い
た
強
襲
揚
陸
艦
ボ
ク

サ
ー
に
イ
ラ
ン
の
無
人
機
が

「
脅
威
と
な
る
距
離
」
ま
で

接
近
し
た
上
、
複
数
回
の
警

告
を
無
視
し
た
た
め
、
同
艦

が
自
衛
措
置
と
し
て
破
壊
し

た
と
発
表
し
た
。
米
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
と
電
波
妨
害
に

よ
っ
て
墜
落
さ
せ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
韓
国
外
務

省
当
局
者
は
「
河
野
外
相
が

見
せ
た
態
度
こ
そ
無
礼
だ
っ

た
」
と
反
発
。
元
徴
用
工
問

題
や
日
本
に
よ
る
半
導
体
材

料
の
輸
出
規
制
強
化
問
題
で

は
溝
が
埋
ま
ら
ず
、
非
難
の

応
酬
が
続
い
た
。

　

日
本
側
は
元
徴
用
工
問
題

を
巡
り
国
際
司
法
裁
判
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
に
、
韓
国
側
は

輸
出
規
制
強
化
を
巡
り
世
界

貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
へ
の

提
訴
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
。
互

い
に
国
際
機
関
の
判
断
を
仰

ぐ
事
態
に
な
れ
ば
、
問
題
は

長
期
化
が
必
至
だ
。

　

河
野
氏
は
韓
国
の
対
応
に

つ
い
て
「
国
際
法
違
反
の
状

態
を
こ
れ
以
上
野
放
し
に
せ

ず
、
直
ち
に
是
正
措
置
を
取

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
」
と

し
て
、
被
告
日
本
企
業
に
実

日
本
、
食
品
規
制
の
撤
廃
要
請

Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
対
韓
敗
訴
後
で
初

放火火災で大勢の従業員らが犠牲となった「京都ア
ニメーション」第１スタジオの近くに手向けられた
花束。中国語で書かれたメッセージやイラストも供
えられていた＝１９日午後、京都市伏見区（共同）

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
の
会
合
で
無
人

機
が
強
襲
揚
陸
艦
ま
で
約

９
０
０
メ
ー
ト
ル
の
近
距
離

に
近
づ
い
た
と
説
明
し
「
無

人
機
は
即
座
に
破
壊
さ
れ

た
。
公
海
を
航
行
す
る
船
へ

の
挑
発
、
敵
対
的
行
為
だ
」

と
批
判
。「
米
国
に
は
人
員
、

施
設
、
権
益
を
守
る
権
利
が

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

イ
ラ
ン
が
６
月
、
領
空
侵

犯
し
た
と
し
て
米
国
の
無
人

偵
察
機
を
撃
墜
し
た
際
は
、 　

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
世

界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の

輸
入
食
品
の
安
全
性
に
関
す

る
委
員
会
が
１
８
日
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
開
か
れ
た
。
日
本

政
府
代
表
が
、
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事
故
後
に
韓
国

や
中
国
な
ど
２
２
カ
国
・
地

域
が
福
島
県
な
ど
の
食
品
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
輸
入

規
制
が
不
当
だ
と
し
て
、
早

期
撤
廃
を
求
め
た
。

　
【
共
同
】
国
の
文
化
審
議

会
は
１
９
日
、
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）

に
、
講
談
の
神
田
松
鯉
さ
ん

南官杓駐日韓国大使（右）を外務省に呼び、抗議する河野外相＝１９
日午前（共同）

徴
用
工
問
題
「
極
め
て
無
礼
」

　
【
ソ
ウ
ル
、
東
京
共
同
】
河
野
太
郎
外
相
は
１
９
日
、
南
官
杓
駐
日
韓
国
大
使
を
外
務
省
に
呼
び
、
元
徴
用
工
訴

訟
問
題
を
巡
る
日
本
政
府
の
仲
裁
委
員
会
開
催
要
請
に
応
じ
な
か
っ
た
韓
国
政
府
の
対
応
に
抗
議
し
た
。
南
氏
は
、

日
本
が
既
に
拒
否
し
た
両
国
企
業
の
出
資
を
柱
と
す
る
韓
国
提
案
の
解
決
策
に
再
び
言
及
。
河
野
氏
は
「
極
め
て

無
礼
だ
」
と
不
快
感
を
表
明
し
た
。

河
野
外
相
、
韓
国
に
抗
議

野
菜
高
騰
、
生
活
を
直
撃

口
先
だ
け
で
無
責
任
。
実
現

し
た
の
は
公
明
党
だ
」
と
主

張
し
た
。

　

１
人
区
で
野
党
５
党
派
の

候
補
を
一
本
化
し
た
立
憲
民

主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
は
青

森
、
宮
城
を
訪
問
。
森
友
、

加
計
学
園
問
題
を
念
頭
に

「
今
の
政
治
を
安
定
さ
せ
れ

ば
改
ざ
ん
だ
、
隠
蔽
だ
と
モ

ラ
ル
が
壊
れ
て
い
く
」と「
安

倍
１
強
」
政
治
の
打
破
を
訴

え
た
。

　

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一

郎
代
表
は
高
松
市
で
「
永
田

町
の
風
向
き
が
変
わ
れ
ば
皆

（１）２０１９年 第５２８７号 ７月 ２０日 （土曜日）

人
間
国
宝
、
新
た
に
７
人

講
談
の
神
田
さ
ん
ら

た
。

　

李
浩
鉉
・
貿
易
政
策
官（
局

長
級
）
も
同
日
、
輸
出
規
制

強
化
問
題
を
巡
る
局
長
級
の

日
韓
協
議
を
２
４
日
ま
で
に

開
催
す
る
よ
う
重
ね
て
日
本

側
に
呼
び
掛
け
た
。
韓
国
側

は
措
置
撤
回
に
向
け
た
働
き

掛
け
を
強
め
て
い
る
が
、
日

本
の
経
済
産
業
省
は
１
９

日
、「
国
内
運
用
の
見
直
し

で
、
協
議
す
る
性
質
の
も
の

で
は
な
い
」
と
し
て
改
め
て

拒
否
す
る
考
え
を
示
し
た
。

日
本
大
使
館
前
で
自
殺
未
遂

かソ
ウ
ル
、
車
内
で
着
火

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
ソ
ウ
ル

の
日
本
大
使
館
が
入
居
す
る

ビ
ル
の
入
り
口
で
１
９
日
未

明
、
７
０
代
の
男
性
が
車
を

止
め
、
車
内
で
火
を
付
け

た
。
男
性
は
全
身
に
や
け
ど

を
負
っ
て
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
。
警
察
や
消
防
が
焼
身
自

殺
未
遂
と
み
て
動
機
を
調
べ

無
事
祈
る
フ
ァ
ン
続
々
と

雨
の
中
、
焦
げ
臭
さ
残
る
現
場

　
【
共
同
】
放
火
で
３
４
人

が
死
亡
し
た
京
都
市
の
「
京

都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ス

タ
ジ
オ
に
は
１
９
日
、
フ
ァ

ン
が
続
々
と
献
花
に
訪
れ

た
。「
と
に
か
く
無
事
で
」。

発
生
か
ら
一
夜
明
け
て
も
連

絡
が
取
れ
な
い
知
人
の
安
否

を
気
遣
う
人
も
。
朝
か
ら
現

場
検
証
の
た
め
警
察
官
が
出

入
り
し
、
午
後
に
は
京
都
府

警
が
記
者
会
見
を
開
い
た

が
、
犠
牲
者
の
身
元
特
定
の

め
ど
は
明
ら
か
に
し
な
か
っ

た
。

（
７
６
）
＝
本
名
渡
辺
孝
夫
、

東
京
都
板
橋
区
＝
や
歌
舞
伎

脇
役
の
片
岡
秀
太
郎
さ
ん

（
７
７
）
＝
本
名
片
岡
彦
人
、

　

ス
タ
ジ
オ
に
向
か
っ
て
手

を
合
わ
せ
た
名
古
屋
市
の
女

性
会
社
員
（
２
７
）
は
「
居

て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ず
に

来
た
。
気
持
ち
の
整
理
が
つ

か
ず
、
立
ち
直
れ
な
い
」
と

ぼ
う
ぜ
ん
。
大
阪
市
か
ら

来
た
中
国
の
留
学
生
の
男
性

（
１
９
）
は
「
ア
ニ
メ
を
作
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
供
え
て
、

涙
を
見
せ
た
。

　

大
学
時
代
の
友
人
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
り
宮
崎
県
か

ら
飛
行
機
で
駆
け
付
け
た
男

性
（
３
３
）
は
、
京
都
府
宇

治
市
の
本
社
を
訪
れ
「
夢
を

か
な
え
て
入
社
し
、
す
ご
く

喜
ん
で
い
た
。ど
う
し
て
…
」

と
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。
八
田

英
明
社
長
は
朝
、
本
社
に

姿
を
見
せ
、
神
妙
な
表
情
で

「
本
当
に
言
葉
に
な
ら
な
い
。

日
本
の
宝
が
失
わ
れ
た
」
と

語
っ
た
。

　

午
後
に
は
府
警
が
伏
見
署

で
会
見
を
開
い
た
が
、
西
山

亮
二
捜
査
１
課
長
は
動
機
な

ど
に
関
す
る
質
問
に
は
「
回

答
を
差
し
控
え
る
」「
捜
査

中
」
と
言
葉
を
選
ん
で
答
え

た
。
遺
体
の
身
元
に
つ
い
て

は「
分
か
り
次
第
で
は
な
く
、

節
目
節
目
で
発
表
す
る
」
と

回
答
。
損
傷
の
激
し
い
遺
体

さ
ん
の
暮
ら
し
向
き
は
必
ず

変
わ
る
」と
支
援
を
求
め
た
。

　

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
は
千
葉
市
で
、
野
党
共
闘

に
関
し
「
考
え
方
が
違
っ
て

も
協
力
し
て
今
の
政
治
を
変

え
る
。
こ
れ
が
本
当
の
民
主

主
義
だ
」
と
明
言
し
た
。

　

日
本
維
新
の
会
の
松
井
一

郎
代
表
は
神
戸
市
で
「
国
会

議
員
の
感
覚
は
納
税
者
と
か

け
離
れ
て
い
る
」
と
身
を
切

る
改
革
の
実
行
を
約
束
。
社

民
党
の
福
島
瑞
穂
副
党
首
は

沖
縄
県
浦
添
市
で
、
米
軍
普

天
間
飛
行
場
移
設
問
題
に
触

れ
「
や
り
た
い
放
題
の
安
倍

政
権
を
変
え
た
い
」
と
強
調

て
い
る
。
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
が
報
じ
た
。

　

車
内
か
ら
は
ガ
ソ
リ
ン
や

ラ
イ
タ
ー
な
ど
が
見
つ
か
っ

た
と
い
う
。

　

韓
国
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
は

同
日
、
男
性
の
義
父
は
元
徴

用
工
で
、
警
察
は
男
性
が

日
本
政
府
の
半
導
体
材
料
の

害
が
出
な
い
解
決
策
を
講
じ

る
よ
う
求
め
た
。

　

韓
国
側
の
提
案
に
対
し
河

野
氏
は
「
既
に
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
知

ら
な
い
ふ
り
を
し
て
改
め
て

提
案
す
る
の
は
極
め
て
無
礼

だ
」
と
強
調
。
河
野
氏
は
会

談
後
、元
徴
用
工
問
題
で「
韓

国
側
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
厳
し
い
日
韓
関
係
の
現

状
に
鑑
み
、
韓
国
に
対
し
て

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
」
と

新
た
な
対
抗
策
を
示
唆
す
る

談
話
を
発
表
し
た
。

　

韓
国
側
は
１
９
日
、
大
統

領
府
の
金
鉉
宗
・
国
家
安
保

室
第
２
次
長
が
ソ
ウ
ル
で
記

者
会
見
し
、
韓
国
の
対
応
が

国
際
法
違
反
と
の
日
本
側
主

張
は
誤
り
で
、
輸
出
規
制
を

強
化
し
た
日
本
こ
そ
国
際
法

に
違
反
し
て
い
る
と
主
張
し

し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
報
復
攻
撃
を

直
前
で
見
送
っ
た
。
今
回
の

破
壊
で
、
中
東
の
緊
張
が
さ

ら
に
高
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
の
航
行
の
自
由
を
阻

害
す
る
イ
ラ
ン
の
試
み
」
を

国
際
社
会
が
連
携
し
て
非
難

す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
。
同

時
に
「
他
国
に
は
、
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
航
行
す
る
自
国
の

船
を
守
る
こ
と
、
米
国
と
協

力
す
る
こ
と
も
訴
え
た
い
」

と
も
語
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
の
ザ
リ
フ
外
相
は

無
人
機
破
壊
に
つ
い
て
「
情

報
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

一
方
、
米
国
務
省
は
イ
ラ

ン
の
革
命
防
衛
隊
が
同
国
か

ら
燃
料
を
密
輸
出
し
よ
う
と

し
た
と
主
張
し
て
同
海
峡
で

拿
捕
し
た
外
国
の
タ
ン
カ
ー

の
即
時
解
放
を
求
め
る
と
表

明
し
た
。
１
３
日
夜
か
ら
行

方
不
明
と
報
じ
ら
れ
た
タ
ン

カ
ー
と
名
前
が
同
じ
で
、
同

一
船
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

米
財
務
省
は
１
８
日
、
イ

ラ
ン
に
よ
る
ウ
ラ
ン
濃
縮
を

手
助
け
し
た
と
し
て
、
中
国

企
業
な
ど
を
制
裁
対
象
に
指

定
。
濃
縮
放
棄
に
向
け
て
イ

ラ
ン
へ
の
圧
力
を
強
め
た
。

　

韓
国
に
よ
る
水
産
物
輸
入

禁
止
措
置
を
巡
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

紛
争
処
理
手
続
き
で
日
本
が

４
月
に
敗
訴
し
て
か
ら
、
委

員
会
が
開
か
れ
た
の
は
初
め

て
。
日
本
と
し
て
は
日
本
産

食
品
が
安
全
だ
と
い
う
科
学

的
な
根
拠
を
示
す
こ
と
で
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
判
断
の
問
題
性
を

訴
え
て
い
る
。

　

日
本
は
「
２
０
１
３
年
以

降
、
政
府
が
設
定
し
た
基
準

を
上
回
る
放
射
性
物
質
は
農

産
物
や
水
産
物
か
ら
検
出
さ

れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
。
福

島
第
１
原
発
の
廃
炉
作
業
に

伴
う
汚
染
水
管
理
も
適
切
に

行
わ
れ
て
お
り
、
海
水
や
水

産
物
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

濃
度
も
人
体
の
健
康
に
影
響

が
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
低
下
し

て
い
る
と
強
調
し
た
。

　

委
員
会
で
は
カ
ナ
ダ
か
ら

日
本
産
食
品
の
安
全
性
を
支

持
す
る
と
の
意
見
表
明
が

あ
っ
た
が
、
韓
国
、
中
国
か

ら
は
特
に
発
言
は
な
か
っ

た
。

　

日
本
が
委
員
会
で
配
布
し

た
文
書
に
よ
る
と
、
原
発
事

故
後
に
５
４
カ
国
・
地
域
が

日
本
産
食
品
の
輸
入
規
制
に

踏
み
切
っ
た
。
３
２
カ
国
・

地
域
が
撤
廃
し
た
が
、
現
在

も
中
韓
の
ほ
か
、
台
湾
、
米

国
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
な

ど
が
規
制
を
継
続
し
て
い

る
。

　

委
員
会
は
年
３
回
開
催
。

貿
易
で
の
衛
生
や
検
疫
を

テ
ー
マ
に
、
輸
入
食
品
の
安

全
性
確
保
な
ど
を
討
議
す

る
。

輸
出
規
制
で
も
非
難
応
酬
輸
出
規
制
強
化
に
不
満
を
抱

き
、
事
件
を
起
こ
し
た
可
能

性
が
高
い
と
み
て
い
る
と
報

じ
た
。信
ぴ
ょ
う
性
は
不
明
。

事
件
の
１
０
分
前
に
友
人
に

電
話
し
日
本
大
使
館
に
行
く

と
話
し
て
い
た
と
い
う
。

　

男
性
は
当
初
、
日
本
大
使

館
に
車
で
突
入
し
よ
う
と
し

た
も
の
の
、
警
備
関
係
者
に

制
止
さ
れ
た
と
の
報
道
も
あ

る
。

　

ガ
ラ
ス
が
な
く
な
っ
た
窓

に
、
真
っ
黒
に
焼
け
焦
げ
た

黄
色
い
壁
。
焦
げ
臭
さ
が
残

り
雨
が
打
ち
付
け
る
中
、
ス

タ
ジ
オ
近
く
に
で
き
た
献
花

場
に
は
、
花
束
と
共
に
水
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
が

添
え
ら
れ
た
。

も
あ
り
、
全
員
の
身
元
特
定

に
は
時
間
が
か
か
る
と
み
ら

れ
る
。

　

遺
体
が
一
時
運
び
込
ま
れ

て
い
た
府
警
察
学
校
に
は
、

遺
族
と
み
ら
れ
る
人
が
次
々

と
訪
れ
、
一
様
に
硬
い
表
情

で
施
設
内
へ
入
っ
て
い
っ

た
。

街頭演説に耳を傾ける有権者ら＝１９日午後、東京・
新橋（共同）

　
【
共
同
】
国
際
自
然
保
護

連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
は
１
９

日
ま
で
に
、
世
界
の
絶
滅
危

惧
種
を
集
め
た
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
の
最
新
版
を
公
表
し
た
。

日
本
固
有
の
淡
水
魚
の
多
く

が
新
た
に
絶
滅
危
惧
種
と
評

価
さ
れ
、
京
都
府
・
丹
後

半
島
の
川
に
す
む
タ
ン
ゴ
ス

ジ
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
３
種

は
、
３
段
階
あ
る
絶
滅
危
惧

種
の
最
も
深
刻
な
ラ
ン
ク
に

指
定
さ
れ
た
。

　

他
の
２
種
は
沖
縄
県
・
西

表
島
の
川
に
す
む
ウ
ラ
ウ
チ

イ
ソ
ハ
ゼ
と
、
長
崎
県
・
五

島
列
島
の
福
江
島
に
分
布
す

る
ド
ウ
ク
ツ
ミ
ミ
ズ
ハ
ゼ
。

　

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
は
、
ダ
ム
や
堤

防
の
建
設
で
河
川
の
自
然
環

境
が
変
わ
っ
た
ほ
か
、
農
業

や
都
市
部
か
ら
の
汚
染
で
日

本
の
淡
水
魚
の
生
息
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
と
指
摘
。
外
来

種
に
食
べ
ら
れ
た
り
、
餌
を

奪
わ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と

も
減
少
の
要
因
に
挙
げ
た
。

　

タ
ナ
ゴ
は
こ
れ
ま
で
絶
滅

す
る
恐
れ
が
低
い
種
と
評
価

さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
再

評
価
で
絶
滅
危
惧
種
の
３
番

目
の
ラ
ン
ク
に
加
わ
り
、
危

険
度
が
上
が
っ
た
。
も
と
も

と
生
息
し
て
い
た
秋
田
県
・

田
沢
湖
で
は
姿
を
消
し
、
持

ち
込
ま
れ
た
山
梨
県
・
西
湖

で
２
０
１
０
年
に
約
７
０
年

ぶ
り
に
見
つ
か
っ
た
ク
ニ
マ

ス
は
、
本
来
の
生
息
地
で
は

絶
滅
し
た
「
野
生
絶
滅
」
と

判
断
し
た
。

　

一
方
、
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
や
ガ
ー
ナ
に

生
息
す
る
ロ
ロ
ウ
ェ
イ
モ
ン

キ
ー
な
ど
霊
長
類
７
種
が
絶

滅
寸
前
に
追
い
や
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
判
明
。
食
料
目
当

て
の
捕
獲
や
、
森
林
伐
採
に

よ
る
生
息
地
の
減
少
が
要
因

と
さ
れ
、
ア
フ
リ
カ
西
部
と

中
部
の
霊
長
類
の
約
４
割
が

絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
た
。

大
阪
府
吹
田
市
＝
ら
７
人
を

認
定
す
る
よ
う
柴
山
昌
彦
文

部
科
学
相
に
答
申
し
た
。
政

府
は
秋
に
も
答
申
通
り
告
示

す
る
。

　

ほ
か
の
５
人
は
、
歌
舞
伎

音
楽
竹
本
の
竹
本
葵
太
夫
さ

ん
（
５
８
）
＝
本
名
柳
瀬
信

吾
、
東
京
都
大
田
区
、
人
形

浄
瑠
璃
文
楽
太
夫
の
豊
竹
咲

太
夫
さ
ん
（
７
５
）
＝
本
名

生
田
陽
三
、
大
阪
市
、
長

唄
三
味
線
の
杵
屋
勝
国
さ

ん
（
７
４
）
＝
本
名
牟
田
口

照
国
、
東
京
都
新
宿
区
、
長

唄
鳴
物
の
藤
舎
名
生
さ
ん

（
７
８
）
＝
本
名
中
川
勲
、

京
都
市
、
琉
球
古
典
音
楽
の

中
村
一
雄
さ
ん
（
７
３
）
＝

那
覇
市
。
人
間
国
宝
は
計

１
１
６
人
と
な
る
。

　

神
田
さ
ん
は
約
５
０
０
の

持
ち
ネ
タ
を
誇
り
、
演
目
ご

と
の
機
微
を
表
現
す
る
話
芸

に
定
評
が
あ
る
。
長
編
連
続

物
の
復
活
や
継
承
に
尽
力
す

る
ほ
か
、
人
気
の
若
手
講
談

師
神
田
松
之
丞
さ
ん
ら
後
進

の
育
成
に
も
努
め
て
い
る
。

　

片
岡
さ
ん
は
、
歌
舞
伎
立

役
の
人
間
国
宝
だ
っ
た
十
三

代
目
片
岡
仁
左
衛
門
さ
ん
の

次
男
。
父
の
相
手
役
な
ど
を

演
じ
な
が
ら
舞
台
経
験
を
重

ね
た
。
女
形
を
中
心
に
重
要

な
脇
役
を
務
め
、
上
方
歌

舞
伎
の
技
芸
を
伝
承
し
て
い

る
。

　

歌
舞
伎
音
楽
竹
本
は
、
保

持
者
の
死
去
で
解
除
さ
れ
た

１
９
８
０
年
以
来
の
指
定
と

な
る
。

　

文
化
審
議
会
は
こ
の
ほ

か
、
指
定
済
み
の
重
要
無
形

文
化
財
の
保
持
者
団
体
構
成

員
と
し
て
、
伝
統
組
踊
保
存

会
（
沖
縄
県
浦
添
市
）
の

１
２
人
を
追
加
認
定
す
る
よ

う
求
め
た
。



そ
れ
で
も
前
向
き
姿
勢
崩
さ
ず

警
官
と
の
銃
撃
戦
で
密
売
者

が
１
人
死
亡
し
た
。
ア
ド
リ

ア
ノ
・
ゴ
ル
ジ
ー
ニ
ョ
は
３
５

年
の
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
後

に
逃
亡
し
て
い
た
が
、
今
作

戦
で
捕
ま
っ
た
。

　

マ
レ
ー
地
区
で
の
犯
罪
組

織
一
掃
作
戦
は
１
９
日
も
続

い
て
お
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
と
、
地
区

住
民
は
朝
か
ら
、
激
し
い
銃

声
を
耳
に
し
て
い
る
。

　

上
空
を
旋
回
す
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
の
映
像
で
は
、

小
銃
と
通
信
用
ラ
ジ
オ
を
手

に
し
た
犯
罪
者
ら
の
姿
と
共

に
、
銃
を
構
え
た
犯
罪
者
ら

の
脇
を
小
走
り
で
駆
け
抜
け

る
女
性
の
姿
な
ど
が
認
め
ら

れ
る
。

　

ウ
イ
ル
ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ

ル
知
事
は
１
８
日
の
作
戦
が

一
区
切
り
つ
い
た
時
点
で
記

者
会
見
を
行
い
、
こ
れ
ほ
ど

大
量
の
火
器
や
麻
薬
が
押
収

さ
れ
た
の
は
、
同
州
で
も
初

め
て
だ
と
語
っ
た
。
同
知
事

は
更
に
、「
軍
警
が
既
に
武
器

庫
と
思
し
き
場
所
に
関
す
る

　
【
既
報
関
連
】
社
会
保
障
制
度
改
革
案
は
、
先
週
、
下
院
で
１
回
目
の
基
本
文
書

と
修
正
動
議
の
承
認
が
達
成
さ
れ
た
。
議
会
休
会
明
け
の
８
月
に
下
院
２
度
目
の

審
議
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
歳
出
削
減
規
模
が
小
さ
く
な
る
可
能
性
は
あ
る

も
の
の
、
現
状
の
歳
出
削
減
効
果
は
、
今
後
１
０
年
間
で
９
３
３
５
億
レ
ア
ル
規

模
で
あ
る
と
、
１
８
日
に
経
済
省
の
社
会
保
障
労
働
特
別
局
の
ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
マ

リ
ー
ニ
ョ
局
長
が
発
表
し
た
。
１
９
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

「
民
間
企
業
に
務
め
る
女
性

労
働
者
が
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
を
通
し

て
受
け
取
る
年
金
受
給
条
件

の
緩
和
が
、
歳
出
削
減
規
模

を
最
も
縮
小
さ
せ
た
」
と
も

語
っ
た
。

　

パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
１
兆
レ
ア
ル
の
削
減
を

狙
っ
て
い
た
が
、
下
院
で
の
初

回
承
認
で
こ
の
期
待
は
崩
れ

た
。
社
会
保
障
制
度
改
革
成

立
の
た
め
に
は
ま
だ
、
下
院

で
の
２
度
目
の
採
決
と
、
上

院
憲
政
委
員
会
、
上
院
本
会

議
で
の
２
度
の
採
決
が
残
っ
て

い
る
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
は
、「
歳

出
削
減
規
模
が
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
え
ば
、
カ
ピ
タ
リ
ザ

ソ
ン
の
提
案
が
出
来
な
く
な

る
」
と
語
っ
て
い
た
。
カ
ピ
タ

リ
ザ
ソ
ン
と
は
、
年
金
負
担

者
が
リ
ス
ク
を
認
識
し
た
上

で
、
積
み
立
て
金
の
運
用
先

を
複
数
の
選
択
肢
の
中
か
ら

選
択
す
る
仕
組
み
で
、
チ
リ

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

カ
ピ
タ
リ
ザ
ソ
ン
は
下
院

の
委
員
会
審
議
の
段
階
で
取

り
除
か
れ
た
が
、
今
の
改
革

　

伯
国
最
大
手
石
油
公
社
ペ

ト
ロ
ブ
ラ
ス
は
１
９
日
、
パ

ラ
ナ
州
パ
ラ
ナ
グ
ア
港
近
く

に
停
泊
し
て
い
た
イ
ラ
ン
船

籍
の
船
２
艘
へ
の
給
油
を
行

わ
な
か
っ
た
と
表
明
し
た
。

同
社
は
「
給
油
を
行
う
と
、

米
国
に
よ
る
制
裁
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
っ
た
。
伯
国
に

は
当
社
以
外
に
も
船
に
給
油

案
が
上
院
で
も
承
認
さ
れ
た

後
に
、
別
の
法
案
提
出
の
形

で
再
び
議
論
さ
れ
る
可
能
性

も
あ
る
。

　
マ
リ
ー
ニ
ョ
特
別
局
長
は
、

「
今
伯
国
で
行
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
改
革
は
、
世
界
で

も
類
を
み
な
い
規
模
。
我
々

は
伯
国
に
、
よ
り
大
き
く
、

よ
り
広
範
囲
の
社
会
保
障
改

革
を
提
案
し
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

　

ま
た
、同
特
別
局
長
は
「
削

減
規
模
は
想
定
よ
り
小
さ
く

な
っ
た
が
、
ゲ
デ
ス
経
済
相

は
満
足
感
を
示
し
た
」
と
語

り
、「
上
院
承
認
が
達
せ
ら
れ

る
の
は
い
つ
だ
と
想
定
し
て
い

る
か
？
」
の
質
問
に
は
、
ダ

ヴ
ィ
・
ア
ル
コ
ル
ン
ブ
レ
上
院

議
長
（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）

の
見
立
て
と
同
様
、
９
月
と

削
減
規
模
は
原
案
比
２
５
％
減

情
報
を
得
て
い
た
の
と
警
察

犬
の
補
助
と
で
、
大
量
の
武

器
や
麻
薬
を
押
収
出
来
た
。

こ
の
結
果
に
満
足
し
て
い
る
」

と
発
言
し
た
。

　

同
知
事
に
よ
る
と
、
１
８

日
に
摘
発
さ
れ
た
武
器
は
、

国
際
的
な
犯
罪
組
織
の
資
金

援
助
を
得
て
調
達
さ
れ
た
も

の
で
、
同
市
の
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ

を
隠
れ
蓑
に
し
た
テ
ロ
リ
ス

ト
達
が
利
用
し
て
い
た
と
断

弾
、
手
榴
弾
７
５
個
、
コ
カ

イ
ン
８
ト
ン
、
大
麻
類
（
加

工
前
の
大
麻
や
、
ハ
シ
シ
、
ス

カ
ン
ク
と
い
っ
た
大
麻
製
品
）

５
０
０
キ
ロ
と
報
告
さ
れ
た
。

　

１
８
日
に
は
、
パ
ル
ケ
・

ウ
ニ
ア
ン
区
の
麻
薬
密
売
を

取
り
仕
切
る
グ
ル
ー
プ
の
ナ

ン
バ
ー
２
と
さ
れ
る
ア
ド
リ

ア
ノ
・
ク
ル
ス
・
デ
・
オ
リ

ヴ
ェ
イ
ラ
（
ア
ド
リ
ア
ノ
・
ゴ

ル
ジ
ー
ニ
ョ
）
と
、
密
売
者

４
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
ま
た
、

　

リ
オ
市
警
と
リ
オ
軍
警
が

１
８
日
、
リ
オ
市
北
部
の
マ

レ
ー
地
区
に
あ
る
複
合
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
で
犯
罪
組
織
一
掃

作
戦
を
実
施
し
、
コ
カ
イ
ン

そ
の
他
の
麻
薬
８
・５
ト
ン
と

長
身
の
銃
２
５
丁
を
含
む
火

器
３
０
丁
な
ど
を
押
収
し
た

と
、
１
８
、１
９
日
付
伯
字

紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

１
８
日
の
一
斉
検
挙
で
押

収
さ
れ
た
の
は
、
火
器
３
０

丁
（
小
銃
２
３
丁
、
機
関
銃

２
丁
、
散
弾
銃
２
丁
、
短
身

の
機
関
銃
１
丁
、
拳
銃
１
丁
、

回
転
銃
１
丁
）
に
大
量
の
銃

麻
薬
８
・５
ト
ン
や
手
榴
弾
も

次
期
長
官
候
補
が
及
び
腰

同
州
で
は
史
上
最
大
の
押
収
量

罪
し
た
。

　

同
知
事
は
、
今
回
の
作
戦

は
マ
レ
ー
地
区
の
車
の
盗
難

や
積
荷
強
盗
を
減
ら
す
事
が

目
的
と
し
た
上
で
、
犯
罪
者

へ
の
伝
言
も
付
け
加
え
た
。

同
知
事
の
言
葉
は
、
以
下
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
犯
罪
者
達
に
告
ぐ
。
警

察
に
抵
抗
す
る
な
。
警
官
に

抵
抗
す
れ
ば
、
捕
ま
る
か
、

死
ぬ
か
の
二
つ
に
一
つ
の
道
し

か
残
っ
て
い
な
い
。
我
々
に
は

司
法
取
引
に
応
じ
る
意
思
は

な
い
し
、
他
者
や
社
会
、
警

官
へ
の
敬
意
を
持
た
な
い
輩
に

対
し
、
憐
れ
み
を
示
す
事
も

な
い
」

　

今
回
の
作
戦
に
は
、
武
器
・

銃
弾
・
爆
発
物
特
別
署
と
積

荷
強
盗
窃
盗
署
、
特
殊
資
金

管
理
局
、
州
軍
警
局
が
参
加
。

ノ
ヴ
ァ
・
オ
ラ
ン
ダ
区
で
の
作

戦
に
は
警
察
犬
部
隊
と
特
別

作
戦
部
隊
も
加
わ
っ
た
。

る
こ
と
に
よ
る
歳
入
増
が

１
９
２
億
レ
だ
。
正
式
発
表

前
の
マ
リ
ー
ニ
ョ
特
別
局
長

に
よ
る
見
立
て
は
、「
８
千
億

レ
以
上
の
歳
出
削
減
は
確

実
」
だ
っ
た
。

　

２
月
に
政
府
が
提
出
し

た
原
案
で
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ
Ｌ

の
分
を
考
慮
に
入
れ
ず
、

１
兆
２
４
０
０
億
レ
削
減
の

見
込
み
だ
っ
た
か
ら
、
削
減

規
模
は
ほ
ぼ
２
５
％
ダ
ウ
ン

し
た
。
ま
た
、
経
済
学
者
パ

ウ
ロ
・
タ
フ
ネ
ル
氏
の
見
立

て
は
経
済
省
よ
り
厳
し
く
、

削
減
効
果
は
８
３
０
０
億
レ

と
概
算
し
て
い
る
。

　

マ
リ
ー
ニ
ョ
特
別
局
長
の

会
見
に
同
席
し
た
レ
オ
ナ
ル

ド・ロ
リ
ン
社
会
保
障
局
長
は
、

押収した武器などを前に作戦の成果を報告するリオ州知事ら
（Fernando Frazão/Agencia Brasil）

ラケル・ドッジ連邦検察庁長官
（Paulo Matos/TV Brasil）

ロジェリオ・マリーニョ特別局長
（ Wilson Dias/Ag. Brasil）

下
院
の
審
議
再
開
は
８
月
か
ら

連 邦 検 察

答
え
た
。

　

連
邦
議
会
は
上
下
両
院
共

に
１
８
日
か
ら
今
月
一
杯
ま

で
、
憲
法
の
定
め
る
休
会
期

間
に
入
っ
て
お
り
、
下
院
本

会
議
で
の
審
議
再
開
は
８
月

６
日
か
ら
だ
。

出
来
る
企
業
が
あ
る
」
と
し

た
後
、「
該
当
規
約
が
遵
守

さ
れ
て
い
る
限
り
、
顧
客
の

給
油
要
求
に
答
え
る
と
の
約

束
は
変
わ
ら
な
い
」
と
書
面

で
発
表
し
た
。
船
は
尿
素
を

載
ん
で
お
り
、
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス

は
、「
尿
素
も
米
国
の
制
裁

対
象
品
」
と
発
表
し
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

全
国
財
・
サ
ー
ビ
ス
・
観

光
商
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
）
は

１
９
日
、
７
月
の
家
計
消
費

意
欲
指
数
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）
を

発
表
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
６

月
の
指
数
は
９
１
・
３
ポ
イ

ン
ト
だ
っ
た
が
、
７
月
は

８
９
・
８
ポ
イ
ン
ト
で
１
・

７
％
ダ
ウ
ン
し
た
。
こ
の

指
数
は
最
低
０
か
ら
最
大

２
０
０
の
間
で
表
さ
れ
る
。

７
月
の
指
数
は
、
５
カ
月
連

続
で
の
先
月
比
減
と
な
っ
た
。

Ｃ
Ｎ
Ｃ
の
調
査
員
、
ア
ン
ト

ニ
オ
・
エ
ヴ
ェ
ル
ト
ン
氏
は
、

「
５
カ
月
連
続
で
前
月
を
下

回
っ
た
こ
と
は
、
伯
人
が
経

済
の
現
状
に
不
満
を
持
っ
て
い

て
、
支
出
も
慎
重
に
な
っ
て

い
る
こ
と
の
表
れ
」
と
分
析

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
７
日
は
、
各
地
で
サ
ッ

カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
杯
準
々
決

勝
第
２
試
合
が
行
わ
れ
、
ア

ト
レ
チ
コ
・
パ
ラ
ナ
エ
ン
セ
、

グ
レ
ミ
オ
、
ク
ル
ゼ
イ
ロ
、

イ
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
が
４

強
入
り
を
決
め
た
。
反
響
が

大
き
か
っ
た
の
は
、
イ
ン
テ
ル

ナ
シ
オ
ナ
ル
対
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
戦
で
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は
、

先
週
地
元
で
行
わ
れ
た
第
１

試
合
に
１
対
０
で
勝
っ
て
い

た
が
、
第
２
試
合
で
は
０
対

１
で
敗
れ
、
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
に

敗
退
と
な
っ
た
。
ス
コ
ラ
ー

リ
監
督
は
、「
相
手
の
方
が
良

い
プ
レ
ー
を
し
た
。
負
け
る

こ
と
も
あ
る
」
と
、
敗
戦
の

シ
ョ
ッ
ク
を
見
せ
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】ジ
ャ
イ
ー
ル・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
（
社
会

自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
１
８

日
、
自
分
の
三
男
、
エ
ド
ゥ

ア
ル
ド
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
下
議

（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
を
駐
米
伯
国
大

使
に
指
名
す
る
考
え
を
再
度

強
調
し
た
。
１
８
、１
９
日

付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　
「
私
が
自
分
の
息
子
を
優

遇
し
よ
う
と
し
て
い
る
？　

そ
の
通
り
だ
。
息
子
に
上
等

の
肉
を
食
わ
せ
ら
れ
る
な
ら

そ
う
す
る
。
ま
あ
、
今
回
の

件
は
上
等
の
肉
と
は
関
係
な

い
。
世
界
最
強
国
家
と
の
友

好
関
係
を
強
化
す
る
た
め

だ
」
と
大
統
領
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
で
語
っ
た
。

　

大
統
領
は
そ
の
発
言
の
前

に
も
、「
外
相
に
は
エ
ル
ネ
ス

ト・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
が
い
る
が
、

息
子
は
外
相
に
だ
っ
て
ふ
さ

わ
し
い
と
ま
で
言
わ
せ
て
貰

う
。
息
子
は
世
界
中
の
伯
国

大
使
を
束
ね
る
こ
と
さ
え
も

で
き
る
器
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

大
統
領
の
放
言
は
止
ま
ら

ず
、「
合
法
か
？　

合
法
だ
。

禁
止
す
る
法
律
で
も
あ
る
の

か
？　

な
い
。
国
益
に
適
っ
て

い
る
か
？　

適
っ
て
い
る
。
単

純
な
こ
と
だ
」
と
続
け
た
。

　

伯
国
大
使
は
大
統
領
が
指

名
す
る
が
、
指
名
さ
れ
た
人

物
は
上
院
外
交
問
題
委
員
会

で
試
問
を
受
け
、
委
員
会
と

上
院
本
会
議
で
の
承
認
を
得

て
初
め
て
、
任
命
さ
れ
る
。

　
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
外
交

官
と
し
て
の
経
験
が
な
い
た

め
、
委
員
の
間
で
も
、
同
氏

を
承
認
す
る
か
否
か
で
意
見

が
割
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
【
既
報
関
連
】
ジ
ア
ス
・
ト

フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官
が
１
６

日
に
下
し
た
、「
司
法
の
許
可

を
得
る
前
に
金
融
監
査
機
関

（
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
、
国
税
庁
、
中

銀
な
ど
）
の
デ
ー
タ
を
使
用

し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
捜
査
を

一
時
停
止
と
す
る
」
の
決
定

が
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
の
長
男
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
・
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
上
議
（
社

会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
が
関

わ
る
汚
職
疑
惑
の
捜
査
を
停

止
さ
せ
た
。

　

決
定
に
強
く
反
発
す
る
立

場
の
検
察
だ
が
、
９
月
改
選

の
次
期
連
邦
検
察
庁
長
官
候

補
ら
は
皆
、
今
一
つ
歯
切
れ

の
悪
い
物
言
い
に
終
始
し
て

い
る
と
、１
９
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ

（
Ｆ
）
紙
が
報
じ
た
。

　

現
在
の
連
邦
検
察
庁
長
官

は
ラ
ケ
ル
・
ド
ッ
ジ
氏
が
務

め
て
い
る
が
、
彼
女
の
任
期

は
９
月
で
終
了
す
る
。
６
月

に
検
察
内
部
で
行
わ
れ
た
選

挙
で
は
、
マ
リ
オ
・
ボ
ン
サ

リ
ア
氏
、
ル
イ
ー
ザ
・
フ
リ

シ
ェ
イ
セ
ン
氏
、
ブ
ラ
ル・
ダ
ッ

ロ
ウ
ル
氏
が
得
票
上
位
３
位

を
占
め
た
。
選
挙
に
出
な
か
っ

た
ド
ッ
ジ
長
官
も
再
任
に
意

欲
的
と
見
ら
れ
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
、
４
人
の
中
か

ら
次
期
長
官
を
指
名
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

４
人
が
声
高
に
ト
フ
ォ
リ

長
官
に
異
議
を
唱
え
な
い
の

は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の

機
嫌
を
損
ね
る
こ
と
を
避
け

て
い
る
か
、
も
し
く
は
、
大

統
領
が
次
期
連
邦
検
察
庁

長
官
を
指
名
す
る
際
に
影
響

力
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
ト

フ
ォ
リ
最
高
裁
長
官
に
反
旗

を
翻
し
た
く
な
い
か
ら
で
は

な
い
か
と
、
Ｆ
紙
は
分
析
し

て
い
る
。

　

全
国
の
検
事
た
ち
か
ら
は
、

「
検
察
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

強
い
反
発
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
す
べ
き
」
と
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
。
ト
フ
ォ
リ
最
高
裁

長
官
の
決
定
は
膨
大
な
数
の

犯
罪
捜
査
野
裁
判
に
影
響
を

及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。

　

実
際
に
、
ト
フ
ォ
リ
長
官

の
発
言
後
、
被
告
弁
護
人
な

ど
か
ら
の
捜
査
差
し
止
め
請

求
な
ど
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
連
警
も
１
８
日
に
、
今

回
の
決
定
に
該
当
す
る
案
件

の
捜
査
停
止
を
決
め
た
。

　

関
連
捜
査
の
一
時
停
止
期

間
は
、「
司
法
許
可
を
得
ず

に
監
査
機
関
の
デ
ー
タ
を

使
っ
て
金
融
犯
罪
捜
査
を
行

う
こ
と
の
是
非
」
に
関
す
る

審
理
を
最
高
裁
が
行
う
１
１

月
２
１
日
ま
で
だ
。

　

ド
ッ
ジ
氏
は
既
に
懸
念
を

ブ
ラ
ル
・
ダ
ロ
ウ
ル
地
域
検

察
官
も
、「
最
高
裁
審
理
を

８
月
に
早
め
た
方
が
、
法
的

安
全
性
が
保
た
れ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
語
る
に
止
め
た
。

２
位
の
ル
イ
ー
ザ
・
フ
リ
シ
ェ

イ
セ
ン
検
察
庁
副
長
官
だ
け

は
、「
最
高
裁
長
官
の
決
定

は
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
件
に
限

定
す
べ
き
だ
っ
た
。
最
高
裁

の
決
定
は
反
響
が
大
き
い
か

ら
、
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
る

べ
き
」
と
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト

で
開
催
中
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の

世
界
選
手
権
で
１
８
日
、
伯

国
の
ナ
タ
リ
ー
・
モ
ー
リ
ャ
ウ

セ
ン
（
３
３
）
が
個
人
戦
女

子
（
エ
ペ
）
で
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、
伯
国
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

界
に
初
の
金
メ
ダ
ル
を
も
た

ら
し
た
。

　

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
２
２
位

の
ナ
タ
リ
ー
は
、
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
１
３
位
の
シ
ェ
ン
・
リ

ン
（
中
国
）
を
相
手
に
決
勝

戦
を
戦
い
、
常
に
ポ
イ
ン
ト

が
先
行
す
る
積
極
的
な
攻
め

を
披
露
。
伯
国
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
協
会
の
リ
カ
ル
ド
・
マ
シ
ャ

ド
会
長
は
「
素
晴
ら
し
い
！
」

を
連
発
し
た
。

　

ナ
タ
リ
ー
は
２
０
１
５
年

の
汎
米
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
。
２
０
１
８
年
に
は
五

輪
種
目
に
該
当
す
る
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
内
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

の
部
で
国
内
最
優
秀
選
手
に

選
ば
れ
て
い
た
。

　

ナ
タ
リ
ー
は
２
０
日
の
団

体
戦
に
も
出
場
す
る
。

　

他
方
、
１
９
日
未
明
（
伯

国
時
間
、
以
下
同
）
に
は
、

経済省の局長が中間報告
　

９
３
３
５
億
レ
の
内
訳

は
、
純
粋
な
歳
出
削
減
が

９
１
４
３
億
レ
で
、「
純
益

に
対
す
る
社
会
納
付
金
」（
Ｃ

Ｓ
Ｌ
Ｌ
）
の
税
率
を
１
５
％

か
ら
２
０
％
に
ア
ッ
プ
す

「
息
子
優
遇
の
何
が
悪
い
？
」

駐
米
大
使
任
命
問
題
で
放
言
連
発

大
統
領
の
反
感
を
恐
れ
る
？

社会保障
改革

リ オ 市

マ
レ
ー
地
区
で
長
身
の
銃
２
５
丁

（２）２０１９年 第５２８７号 ７月 ２０日 （土曜日）

ボウソナロ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
伯
国
初
の
金

Ｏ
Ｗ
Ｓ
で
は
ク
ー
ニ
ャ
が
２
冠

韓
国
で
開
催
中
の
世
界
水
泳

選
手
権
の
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
（
Ｏ
Ｗ
Ｓ
）

女
子
２
５
キ
ロ
の
部
で
、
伯

国
の
ア
ナ
・
マ
ル
セ
ラ
・
ク
ー

ニ
ャ
が
優
勝
し
た
。
ア
ナ
・

マ
ル
セ
ラ
は
１
６
日
に
も
５

キ
ロ
部
門
で
優
勝
し
て
お
り
、

今
大
会
２
冠
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
１
３
日
に
は
１
０
キ

ロ
の
部
で
５
位
に
入
り
、
東

京
五
輪
の
出
場
資
格
も
得
て

い
る
。

　

ア
ナ
・
マ
ル
セ
ラ
の
世
界

選
手
権
優
勝
は
１
９
日
の

２
５
キ
ロ
の
部
で
１
１
回
目

と
な
る
。
５
キ
ロ
の
部
優
勝

の
時
点
で
、
彼
女
は
Ｏ
Ｗ
Ｓ

で
世
界
最
多
の
メ
ダ
ル
保
持

者
と
な
っ
て
い
る
。

表
明
済
み
だ
が
、
得

票
１
位
の
マ
リ
オ
・
ボ

ン
サ
リ
ア
検
察
庁
副

長
官
は
、「
今
回
の
件

は
検
察
庁
長
官
が
扱

う
べ
き
こ
と
。
他
の
検

事
の
領
分
に
は
口
を
挟

ま
な
い
こ
と
に
し
て
い

る
」
と
し
、
３
位
の



　

し
ば
ら
く
続つ

づ

い
て
い
た
米べ

い

中ち
ゅ
う

貿ぼ
う

易え
き

協き
ょ
う

議ぎ

が
な
か
ば
決け

つ

裂れ
つ

し
て
、
ま
た
関か

ん

税ぜ
い

合が
っ

戦せ
ん

が
始は

じ

ま
っ
た
。
そ
の
影え

い

響き
ょ
うを
受う

け
て
、

多お
お

く
の
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うの
収

し
ゅ
う

益え
き

も
下し

た

押お

し
さ
れ
て
い
る
。
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うが
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
現げ

ん

地ち

工こ
う

場じ
ょ
うで
作つ

く

っ
た
製せ

い

品ひ
ん

も
米べ

い

国こ
く

に
輸ゆ

出し
ゅ
つさ
れ
れ

ば
関か

ん

税ぜ
い

を
か
け
ら
れ
る
の
で
、
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うも
損そ

ん

害が
い

を
受う

け
る
。

　
こ
の
影え

い

響き
ょ
うを
避さ

け
る
た
め
に
、
工こ

う

場じ
ょ
うを
ア
セ
ア
ン
諸し

ょ

国こ
く

な

ど
に
移う

つ

す
の
が
常

じ
ょ
う

道ど
う

だ
。
国こ

く

内な
い

生せ
い

産さ
ん

に
回か

い

帰き

す
る
道み

ち

も
あ
る
。

多お
お

く
の
企き

業ぎ
ょ
うは
以い

前ぜ
ん

か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
人じ

ん

件け
ん

費ひ

高こ
う

騰と
う

を
避さ

け
る
た

め
に
、
こ
の
施し

策さ
く

を
と
り
始は

じ

め
て
い
る
の
で
、
そ
の
動う

ご

き
が
加か

速そ
く

し
て
い
く
だ
ろ
う
。
欧お

う

米べ
い

企き

業ぎ
ょ
うも
同ど

う

様よ
う

に
動う

ご

く
は
ず
だ
か
ら

「
世せ

界か
い

の
工こ

う

場じ
ょ
う」
と
し
て
急

き
ゅ
う

拡か
く

大だ
い

し
て
き
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

経け
い

済ざ
い

へ
の
脅

き
ょ
う

威い

は
深し

ん

刻こ
く

だ
。

　
ほ
と
ん
ど
日に

本ほ
ん

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
れ
を
「
米べ

い

中ち
ゅ
う

貿ぼ
う

易え
き

戦せ
ん

争そ
う

」
と
呼よ

び
、
ト
ラ
ン
プ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うの
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
」
が
原げ

ん

因い
ん

で
あ
る
か
の
よ
う
に
報ほ

う

道ど
う

し
て
い
る
。
し
か
し
、

弊へ
い

誌し

で
も
論ろ

ん

じ
た
よ
う
に
［
Ａ
］、
ア
メ
リ
カ
の
一い

ち

連れ
ん

の
対た

い

中
ち
ゅ
う

攻こ
う

勢せ
い

は
昨さ

く

年ね
ん

１
０
月が

つ

４
日か

の
マ
イ
ク
・
ペ
ン
ス
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
ワ

シ
ン
ト
ン
で
行

お
こ
な
っ
た
演え

ん

説ぜ
つ

に
端た

ん

を
発は

っ

し
て
い
る
。
そ
の
演え

ん

説ぜ
つ

の

中な
か

で
、
ペ
ン
ス
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うは
こ
う
述の

べ
た
。

　
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うの
自じ

由ゆ
う

に
つ
い
て
言い

え
ば
新あ

ら

た
な
迫は

く

害が
い

の
波な

み

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

キ
リ
ス
ト
教き

ょ
う
や
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

徒と

、
イ
ス
ラ
ム
教

き
ょ
う

徒と

を
押お

し
つ
ぶ
し
て

い
る
。
今こ

年と
し

９
月が

つ

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

最さ
い

大だ
い

の
地ち

下か

教き
ょ
う

会か
い

の

一ひ
とつ
を
閉へ

い

鎖さ

し
た
。
当と

う

局き
ょ
くは
十

じ
ゅ
う

字じ

架か

を
壊こ

わ

し
た
り
、
聖せ

い

書し
ょ

を

焼し
ょ
う

却き
ゃ
くし
た
り
、
信し

ん

者じ
ゃ

を
投と

う

獄ご
く

し
た
り
し
て
い
る
。［
１
］

　

ア
メ
リ
カ
は
信し

ん

教き
ょ
うの
自じ

由ゆ
う

を
求も

と

め
て
新し

ん

大た
い

陸り
く

に
や
っ
て
き
た

清せ
い

教き
ょ
う

徒と

た
ち
が
建け

ん

国こ
く

し
、
世せ

界か
い

の
圧あ

っ

政せ
い

か
ら
逃の

が

れ
た
人ひ

と

々び
と

を

受う

け
入い

れ
る
「
自じ

由ゆ
う

の
国く

に

」、
と
い
う
の
が
「
建け

ん

国こ
く

の
大た

い

義ぎ

」

で
あ
る
。
ペ
ン
ス
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
「
キ
リ
ス
ト
教き

ょ
うへ
の
迫は

く

害が
い

」
を

公お
お
や
けに
批ひ

判は
ん

し
た
以い

上じ
ょ
う、
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

で
あ
ろ
う
が
東と

う

部ぶ

の
リ
ベ
ラ

ル
で
あ
ろ
う
が
、
表

お
も
て

立だ

っ
て
異い

を
唱と

な

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
大た

い

義ぎ

の
陰か

げ

に
は
、
貿ぼ

う

易え
き

赤あ
か

字じ

や
知ち

的て
き

財ざ
い

産さ
ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

な

ど
の
実じ

つ

利り

面め
ん

、
お
よ
び
安あ

ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

面め
ん

の
計け

い

算さ
ん

が
当と

う

然ぜ
ん

、
な
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
含ふ

く

め
て
米べ

い

国こ
く

は
超

ち
ょ
う

党と
う

派は

で
「
対た

い

中
ち
ゅ
う

冷れ
い

戦せ
ん

」
を
決け

つ

意い

し
た
と
み
る
べ
き
だ
。

独ど
く

立り
つ

自じ

尊そ
ん

か
属ぞ

っ

国こ
く

か

              
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

に
学ま

な

ぶ
「
正せ

い

道ど
う

」
外が

い

交こ
う

２０１９年
ねん

５月
がつ

１９日
にち

版
ばん

　

し
か
し
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
主お

も

な
論ろ

ん

調ち
ょ
うは
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

内な
い

の
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

弾だ
ん

圧あ
つ

ど
こ
ろ
か
、
チ
ベッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
で
の
過か

酷こ
く

な
人じ

ん

権け
ん

侵し
ん

害が
い

に
も
眼め

を
背そ

む

け
て
、
も
っ
ぱ
ら
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

へ
の
影え

い

響き
ょ
うし
か
論ろ

ん

じ

て
い
な
い
。

　

今こ

年と
し

は
、
１
９
１
９
年ね

ん

に
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

盟め
い

の
規き

約や
く

に
「
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

撤て
っ

廃ぱ
い

」
条

じ
ょ
う

項こ
う

を
入い

れ
よ
う
と
提て

い

案あ
ん

し
て
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
１
０
０
年ね

ん

目め

で
あ
る
。
当と

う

時じ

は
非ひ

白は
く

人じ
ん

の
有ゆ

う

力り
ょ
く

国こ
く

は
日に

本ほ
ん

だ
け
で
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
ほ
と
ん
ど
の
地ち

域い
き

は

欧お
う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
な
っ
て
い
た
。
日に

本ほ
ん

提て
い

案あ
ん

は
１
６
カ
国こ

く

中ち
ゅ
う１
１
カ
国こ

く

の
支し

持じ

を
得え

た
が
、
議ぎ

長ち
ょ
うの
ウ
ィ
ル
ソ
ン
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
「
全ぜ

ん

会か
い

一い
っ

致ち

で
な
い
」
と
の
理り

由ゆ
う

で
却

き
ゃ
っ

下か

し
た
。［
Ｂ
］

　

ア
ジ
ア
の
多お

お

く
の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

は
、
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

で
の
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

進し
ん

攻こ
う

に
よ
る
欧お

う

米べ
い

勢せ
い

力り
ょ
く

駆く

逐ち
く

を
契け

い

機き

に
、
戦せ

ん

後ご

、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
独ど

く

立り
つ

し
て
い
っ
た
。
そ
の
逆ぎ

ゃ
くに
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

地ち

域い
き

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

化か

を
進す

す

め
た

の
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

だ
っ
た
。
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

政せ
い

権け
ん

で
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
な

ど
で
の
圧あ

っ

政せ
い

は
、
い
よ
い
よ
過か

酷こ
く

な
も
の
と
な
り
、
ペ
ン
ス
演え

ん

説ぜ
つ

は
こ
れ
を
糾

き
ゅ
う

弾だ
ん

し
た
の
で
あ
る
。

　

現げ
ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

が
「
義ぎ

」
を
忘わ

す

れ
、「
利り

」
の
み
追つ

い

求き
ゅ
うす
る
「
商

し
ょ
う

人に
ん

国こ
っ

家か

」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
１
９
世せ

い

紀き

の

開か
い

国こ
く

以い

降こ
う

の
我わ

が
国く

に

が
、
自み

ず
か
ら
の
独ど

く

立り
つ

維い

持じ

に
苦く

闘と
う

し
、
そ

れ
が
果は

た
さ
れ
た
後あ

と

に
は
世せ

界か
い

の
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

と
闘

た
た
か
っ
て
き
た
姿し

勢せ
い

は
鮮あ

ざ

や
か
な
対た

い

照し
ょ
うを
な
し
て
い
る
。

　

そ
の
毅き

然ぜ
ん

た
る
国こ

っ

家か

姿し

勢せ
い

を
呼よ

び
か
け
た
人じ

ん

物ぶ
つ

の
一ひ

と

人り

が

西さ
い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

で
あ
ろ
う
。
幕ば

く

末ま
つ

の
日に

本ほ
ん

で
、
欧お

う

米べ
い

列れ
っ

強き
ょ
うの
進し

ん

出
し
ゅ
つ

に
よ
り
我わ

が
国く

に

の
独ど

く

立り
つ

も
風ふ

う

前ぜ
ん

の
灯

と
も
し
びか
と
思お

も

わ
れ
た
時と

き

、
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
は
政せ

い

治じ

の
あ
る
べ
き
姿す

が
た
を
堂ど

う

々ど
う

と
語か

た

っ
た
。
そ
の
精せ

い

神し
ん

が
明め

い

治じ

維い

新し
ん

と
明め

い

治じ

日に

本ほ
ん

の
行い

く
道み

ち

を
指さ

し
示し

め

し
た
。
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
の
言こ

と

葉ば

を
鏡か

が
み
と
し
て
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
政せ

い

治じ

と
外が

い

交こ
う

の
実じ

つ

像ぞ
う

を
映う

つ

し
出だ

し
て
み
た
い
。

　

当と
う

時じ

、「
文ぶ

ん

明め
い

国こ
く

」
と
言い

え
ば
、
誰だ

れ

も
が
欧お

う

米べ
い

諸し
ょ

国こ
く

を
思お

も

い

浮う

か
べ
た
が
、
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
は
違ち

が

う
。

　
予よ

嘗か
つ

て
或あ

る

人ひ
と

と
議ぎ

論ろ
ん

せ
し
こ
と
有あ

り
、
西せ

い

洋よ
う

は
野や

蛮ば
ん

ぢ
や

と
云い

ひ
し
か
ば
、
否い

な
文ぶ

ん

明め
い

ぞ
と
争あ

ら
そ
ふ
。
否い

な
野や

蛮ば
ん

ぢ
や
と

畳た
た
みみ
か
け
し
に
、何な

に

と
て
夫そ

れ
程ほ

ど

に
申も

う

す
に
や
と
推お

せ
し
ゆ
ゑ
、

実じ
つ

に
文ぶ

ん

明め
い

な
ら
ば
、未み

開か
い

の
国く

に

に
対た

い

し
な
ば
、慈じ

愛あ
い

を
本も

と

と
し
、

懇こ
ん

々こ
ん

説せ
つ

諭ゆ

し
て
開か

い

明め
い

に
導み

ち
び
く
可べ

き
に
、
左さ

は
無な

く
し
て
未み

開か
い

蒙も
う

昧ま
い

の
国く

に

に
対た

い

す
る
程ほ

ど

む
ご
く
残ざ

ん

忍に
ん

の
事こ

と

を
致い

た

し
己お

の

れ
を
利り

す
る
は
野や

蛮ば
ん

ぢ
や
と
申も

う

せ
し
か
ば
、
其そ

の

人ひ
と

口く
ち

を
荅つ

ぼ

め
て
言げ

ん

無な

か
り
き
と
て
笑わ

ら

は
れ
け
る
。

（
自じ

分ぶ
ん

は
か
つ
て
あ
る
人ひ

と

と
議ぎ

論ろ
ん

し
た
こ
と
が
あ
る
。
自じ

分ぶ
ん

が

西せ
い

洋よ
う

は
野や

蛮ば
ん

だ
と
言い

っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人ひ

と

は
い
や
西せ

い

洋よ
う

は
文ぶ

ん

明め
い

だ
と
言い

い
争あ

ら
そ
う
。
い
や
、
野や

蛮ば
ん

だ
と
た
た
み
か
け
て
言い

っ
た

と
こ
ろ
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
野や

蛮ば
ん

だ
と
申も

う

す
の
か
と
強つ

よ

く

言い

う
の
で
、
も
し
西せ

い

洋よ
う

が
真し

ん

に
文ぶ

ん

明め
い

国こ
く

で
あ
っ
た
ら
、
未み

開か
い

の

国く
に

に
対た

い

し
て
は
慈い

つ
く
し
み
愛あ

い

す
る
心こ

こ
ろ
を
も
と
と
し
て
懇こ

ん

々こ
ん

と
説と

き
さ
と
し
、
文ぶ

ん

明め
い

開か
い

化か

ヘ
と
導み

ち
びく
べ
き
で
あ
る
の
に
、
そ
う
で

は
な
く
、
未み

開か
い

で
知ち

識し
き

に
乏と

ぼ

し
く
道ど

う

理り

に
暗く

ら

い
国く

に

に
対た

い

す
る

ほ
ど
む
ご
く
残ざ

ん

忍に
ん

な
こ
と
を
し
て
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
利り

益え
き

を
は

か
る
の
は
野や

蛮ば
ん

で
あ
る
と
申も

う

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人ひ

と

は
口く

ち

を
つ

ぐ
ん
で
言こ

と

葉ば

が
な
か
っ
た
よ
と
言い

っ
て
笑わ

ら

わ
れ
た
。［
２
，　
Ｐ

６
８
］（［
３
，　
Ｐ
２
３
８
］
か
ら
転て

ん

載さ
い

）

　

西さ
い

郷ご
う

さ
ん
は
、
自じ

分ぶ
ん

の
考か

ん
が
え
る
「
文ぶ

ん

明め
い

」
に
つ
い
て
、
上う

え

の

引い
ん

用よ
う

部ぶ

分ぶ
ん

の
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
こ
う
述の

べ
て
い
る
。

　

文ぶ
ん

明め
い

と
は
道み

ち

の
普

あ
ま
ね
くく
行お

こ
な
は
る
ゝ
を
賛さ

ん

称し
ょ
うせ
る
言げ

ん

に
し
て
、

宮き
ゅ
う

室し
つ

の
荘

し
ょ
う

厳ご
ん

、
衣い

服ふ
く

の
美び

麗れ
い

、
外が

い

観か
ん

の
浮ふ

華か

を
言い

ふ
に
は
非あ

ら

ず
。
世せ

人じ
ん

の
唱う

た

ふ
る
所と

こ
ろ、
何な

に

が
文ぶ

ん

明め
い

や
ら
、
何な

に

が
野や

蛮ば
ん

や
ら

些ち

と
も
分わ

か

ら
ぬ
ぞ
。

（
文ぶ

ん

明め
い

と
い
う
の
は
道ど

う

理り

に
か
な
っ
た
こ
と
が
広ひ

ろ

く
行お

こ
なわ
れ
る
こ

と
を
讃た

た

え
る
言こ

と

葉ば

で
あ
っ
て
、
宮

き
ゅ
う

殿で
ん

が
大お

お

き
く
厳お

ご
そか
で
あ
っ
た

り
、
身み

に
ま
と
う
衣い

服ふ
く

が
き
ら
び
や
か
で
美う

つ
く
し
い
と
い
っ
た
見み

か
け
の
浮う

わ

つ
い
た
華は

な

や
か
さ
を
言い

う
の
で
は
な
い
。
世よ

の
中な

か

の

人ひ
と

の
言い

う
と
こ
ろ
を
聞き

い
て
い
る
と
、
何な

に

が
文ぶ

ん

明め
い

で
、
何な

に

が
野や

蛮ば
ん

な
の
か
少す

こ

し
も
分わ

か
ら
な
い
。）［
２
，　
Ｐ
６
８
］

　
「
文ぶ

ん

明め
い

開か
い

化か

」
を
旗は

た

印じ
る
しと
し
て
西せ

い

洋よ
う

「
文ぶ

ん

明め
い

」
を
ひ
た
す
ら

学ま
な

ん
で
い
た
幕ば

く

末ま
つ

か
ら
明め

い

治じ

初し
ょ

期き

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
対た

い

す
る
痛つ

う

烈れ
つ

な
警け

い

告こ
く

で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
我わ

が
国く

に

の
独ど

く

立り
つ

を
守ま

も

る
に
は
、

西せ
い

洋よ
う

文ぶ
ん

明め
い

を
取と

り
入い

れ
て
「
富ふ

国こ
く

強き
ょ
う

兵へ
い

」
を
図は

か

る
事こ

と

が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
西せ

い

洋よ
う

「
文ぶ

ん

明め
い

」
と
は
近き

ん

代だ
い

兵へ
い

器き

や
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

機き

械か
い

な
ど
の
「
手し

ゅ

段だ
ん

」
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
用も

ち

い
て
、

ど
う
い
う
国く

に

を
作つ

く

る
の
か
、
と
い
う
「
目も

く

的て
き

」
を
間ま

違ち
が

っ
て
は

何な
ん

に
も
な
ら
な
い
。

　

西さ
い

郷ご
う

さ
ん
は
、
こ
の
点て

ん

に
警け

い

鐘し
ょ
うを
鳴な

ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
未み

開か
い

の
国く

に

に
対た

い

し
な
ば
、
慈じ

愛あ
い

を
本も

と

と
し
」
と
い
う
意い

見け
ん

は
、西さ

い

郷ご
う

さ
ん
の「
征せ

い

韓か
ん

論ろ
ん

」と
矛む

盾じ
ゅ
んし
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思お

も

う
読ど

く

者し
ゃ

も
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
征せ

い

韓か
ん

論ろ
ん

で
西さ

い

郷ご
う

さ

ん
が
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
侵し

ん

略り
ゃ
くし
よ
う
と
し
た
と
見み

る
の
は
、
歴れ

き

史し

教き
ょ
う

育い
く

の
偏へ

ん

向こ
う

で
あ
る
。

　

幕ば
く

末ま
つ

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
、
我わ

が
国く

に

に
対た

い

し
て
現げ

ん

在ざ
い

の
韓か

ん

国こ
く

並な

み
の

無ぶ

礼れ
い

を
働は

た
らい
て
い
た
。
欧お

う

米べ
い

の
進し

ん

攻こ
う

に
対た

い

し
て
共と

も

に
戦た

た
か
う
べ
く

日に

本ほ
ん

は
国こ

っ

交こ
う

を
求も

と

め
た
が
、
そ
の
国こ

く

書し
ょ

に
天て

ん

皇の
う

の
「
皇の

う

」
の

字じ

を
使つ

か

っ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
れ
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

皇こ
う

帝て
い

以い

外が
い

に
は
使つ

か

っ

て
は
い
け
な
い
文も

字じ

だ
と
、
国こ

く

書し
ょ

の
受う

け
取と

り
自じ

体た
い

を
拒き

ょ

否ひ

し
た
。

　

さ
ら
に
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
草そ

う

梁り
ょ
う

倭わ

館か
ん

（
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
国こ

っ

交こ
う

・
通つ

う

商し
ょ
うの
た

め
の
公こ

う

館か
ん

・
商

し
ょ
う

館か
ん

）
へ
の
食

し
ょ
く

糧り
ょ
う

供き
ょ
う

給き
ゅ
うを
拒き

ょ

絶ぜ
つ

し
、
そ
の
門も

ん

前ぜ
ん

に
日に

本ほ
ん

を
無む

法ほ
う

の
国く

に

と
侮ぶ

辱じ
ょ
くし
た
書し

ょ

札さ
つ

を
掲け

い

示じ

し
た
。
度た

び

重か
さ

な
る
無ぶ

礼れ
い

に
怒お

こ

っ
た
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

か
ら「
征せ

い

韓か
ん

論ろ
ん

」が
沸わ

き
起お

こ
っ

た
の
だ
が
、
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
の
「
遣け

ん

韓か
ん

論ろ
ん

」
は
、
自じ

分ぶ
ん

が
特と

く

使し

と

し
て
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
行い

っ
て
話は

な

し
合あ

お
う
と
い
う
提て

い

案あ
ん

だ
っ
た
。

　
『
入

に
ゅ
う

門も
ん

・
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

』［
１
］
で
は
、
こ
の
点て

ん

に
関か

ん

す
る
小こ

柳や
な
ぎ

陽よ
う

太た

郎ろ
う

・
元も

と

国こ
く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
うの
論ろ

ん

考こ
う

を
掲け

い

載さ
い

し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
の
遺の

こ

し
た
「
遣け

ん

韓か
ん

使し

節せ
つ

決け
っ

定て
い

始し

末ま
つ

」
と
い
う
一い

ち

文ぶ
ん

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
つ
つ
、
こ
う
述の

べ
る
。

　
ま
づ
最さ

い

初し
ょ

の
「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

御ご

交こ
う

際さ
い

の
儀ぎ

」
と
い
ふ
書か

き
出だ

し
に
、

西さ
い

郷ご
う

さ
ん
の
お
も
ひ
は
こ
も
っ
て
ゐ
る
。
長な

が

い
歴れ

き

史し

を
通と

お

し
て

深ふ
か

い
つ
な
が
り
を
以も

っ

て
生い

き
て
き
た
日に

本ほ
ん

と
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

、
現げ

ん

在ざ
い

は
そ

の
間あ

い
だに
い
か
に
感か

ん

情じ
ょ
うの
齟そ

齬ご

が
あ
ら
う
と
も
、
絶ぜ

っ

対た
い

に
争あ

ら
そふ
べ

か
ら
ざ
る
隣り

ん

国ご
く

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

、「
御ご

交こ
う

際さ
い

」
と
い
ふ
、
敬け

い

意い

あ
ふ
れ

る
言こ

と

葉ば

の
中な

か

に
、
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
は
そ
の
温あ

た
たか
な
お
も
ひ
を
託た

く

し
て

ゐ
る
。

　
明め

い

治じ

以い

来ら
い

、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
犯お

か

し
た
数か

ず

々か
ず

の
無ぶ

礼れ
い

、
そ
れ
に
対た

い

す

る
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
怒い

か

り
は
は
げ
し
い
。
釜ぷ

山さ
ん

に
設も

う

け
ら
れ
た
草そ

う

梁り
ょ
う

倭わ

館か
ん

に
対た

い

す
る
侮ぶ

辱じ
ょ
く、
居き

ょ

留り
ゅ
う

民み
ん

の
無む

念ね
ん

、
そ
れ
を
思お

も
へ
ば

西さ
い

郷ご
う

さ
ん
の
心こ

こ
ろも
は
げ
し
く
波な

み

う
っ
た
に
違ち

が

ひ
な
い
。

　
し
か
し
い
か
に
相あ

い

手て

が
許ゆ

る

す
べ
か
ら
ざ
る
冒ぼ

う

涜と
く

を
重か

さ

ね
よ
う

と
も
、
板い

た

垣が
き

退た
い

助す
け

ら
が
い
ふ
や
う
に
、
韓か

ん

国こ
く

に
派は

遣け
ん

す
る
使し

節せ
つ

に
軍ぐ

ん

隊た
い

の
護ご

衛え
い

を
つ
け
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
許ゆ

る

さ
れ
な

い
。
さ
う
い
ふ
荒あ

ら

だ
っ
た
行こ

う

為い

は
断だ

ん

じ
て
と
る
べ
き
で
は
な
い
。

こ
ち
ら
は
た
ゞ
「
公こ

う

然ぜ
ん

と
使し

節せ
つ

差さ

し
立た

て
ら
る
る
が
相そ

う

当と
う

の

事こ
と

に
之こ

れ

あ
る
べ
く
」、
胸む

ね

を
開ひ

ら

い
て
交こ

う

渉し
ょ
うに
臨の

ぞ

む
の
が
唯ゆ

い

一い
つの

解か
い

決け
つ

の
道み

ち

な
の
だ
。［
２
，　
Ｐ
５
１
］

　

し
か
し
、
こ
の
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
の
思お

も

い
は
「
あ
く
ま
で
平へ

い

和わ

友ゆ
う

好こ
う

第だ
い

一い
ちに
」
と
い
う
戦せ

ん

後ご

日に

本ほ
ん

の
外が

い

交こ
う

と
は
、
根こ

ん

本ぽ
ん

の
所と

こ
ろで
異こ

と

な

る
。

　
未い

ま

だ
人じ

ん

事じ

を
尽つ

く

さ
な
い
う
ち
に
「
非ひ

常じ
ょ
うの
備そ

な
へ
」
に
ば
か
り

気き

を
と
ら
れ
て
、
結け

っ

局き
ょ
く

戦た
た
かひ
に
も
ち
こ
む
や
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
「
討う

つ
人ひ

と

も
怒お

こ

ら
ず
、
討う

た
る
ゝ
も
の
も
服ふ

く

せ
ず
候

そ
う
ろ
うに

付つ
き

、
是ぜ

非ひ

曲き
ょ
く

直ち
ょ
く

判は
ん

然ぜ
ん

と
相あ

い

定さ
だ

め
候

そ
う
ろ
う

儀ぎ

、
肝か

ん

要よ
う

の
事こ

と

と
見み

居す

ゑ
建け

ん

言げ
ん

致い
た

し
候

そ
う
ろ
う」、
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
は
相あ

い

手て

の
罪つ

み

が
ど
こ
に
あ
る

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
属ぞ

っ

国こ
く

と
し
て
生い

き
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
」

「
そ
れ
が
日に

本ほ
ん

が
幸こ

う

福ふ
く

か
つ
安あ

ん

全ぜ
ん

に
生い

き
る
道み

ち

で
す
」と
言い

う
人ひ

と

が
い
る
が
…

（３） ２０１９年第５２８７号 	 ７月	２０日	（土曜日）

の
か
を
確た

し

か
め
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
人じ

ん

事じ

を
尽つ

く

さ
な
け
れ
ば

「
討う

つ
人ひ

と

も
怒お

こ

ら
ず
、・
・
・
」
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
も
し
戦た

た
かふ
と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
全ぜ

ん

身し
ん

に
漲み

な
ぎる
怒い

か

り
が
不ふ

可か

欠け
つ

で
あ
ら
う
。
た
ゞ
相あ

い

手て

の
無ぶ

礼れ
い

を
怒お

こ
っ
て
、
一い

ち

時じ

的て
き

な
奮ふ

ん

激げ
き

に
身み

を
任ま

か

せ
、
相あ

い

手て

に
一い

ち

撃げ
き

を
加く

わ

へ
る
と
い
ふ
や
う
な
態た

い

度ど

は

真し
ん

個こ

の
武ぶ

士し

の
と
る
べ
き
態た

い

度ど

で
は
な
い
。［
２
，　
Ｐ
５
３
］

　

怒い
か

り
は
一い

ち

時じ

の
「
私し

憤ふ
ん

」
で
は
な
く
、
相あ

い

手て

の
「
正せ

い

道ど
う

」
を

踏ふ

み
外は

ず

し
た
行こ

う

為い

に
対た

い

す
る「
公こ

う

憤ふ
ん

」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

万ま
ん

一い
ち

戦た
た
かい
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
公こ

う

憤ふ
ん

に
よ
っ
て
こ
ち
ら
は
本ほ

ん

腰ご
し

が
入は

い

り
、
ま
た
相あ

い

手て

も
敗や

ぶ

れ
た
後あ

と

は
真し

ん

摯し

に
反は

ん

省せ
い

し
う
る
だ

ろ
う
。

　

相あ
い

手て

が
大た

い

国こ
く

で
あ
ろ
う
が
小

し
ょ
う

国こ
く

で
あ
ろ
う
が
、
あ
く
ま
で

「
正せ

い

道ど
う

」
を
踏ふ

ま
え
て
付つ

き
合あ

っ
て
い
く
べ
し
、
と
い
う
の
が

西さ
い

郷ご
う

さ
ん
の
考か

ん
が
え
る
「
文ぶ

ん

明め
い

」
的て

き

な
「
外が

い

国こ
く

交こ
う

際さ
い

」
だ
っ
た
。

『
南な

ん

洲し
ゅ
う

翁お
う

遺い

訓く
ん

』
に
は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
一い

っ

節せ
つ

が
あ
る
。

　
正せ

い

道ど
う

を
踏ふ

み
、
国く

に

を
以も

っ

て
斃た

お

る
ゝ
の
精せ

い

神し
ん

な
く
ば
、
外が

い

国こ
く

交こ
う

際さ
い

は
全ま

た

か
る
可べ

か
ら
ず
。
彼か

の
強

き
ょ
う

大だ
い

に
畏い

縮し
ゅ
くし
、
円え

ん

滑か
つ

を

主し
ゅ

と
し
て
、曲ま

げ
て
彼か

の
意い

に
順

じ
ゅ
ん

従じ
ゅ
うす
る
時と

き

は
、軽け

い

侮ぶ

を
招ま

ね

き
、

好こ
う

親し
ん

（
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

）
却か

え
っ
て
破や

ぶ

れ
、
終つ

い

に
彼か

の
制せ

い

を
受う

く
る
に

至い
た

ら
ん
。［
２
，　
Ｐ
４
６
］

　

大た
い

国こ
く

を
相あ

い

手て

に
、
そ
の
強

き
ょ
う

大だ
い

さ
に
萎い

縮し
ゅ
くし
、「
友ゆ

う

好こ
う

」
の
み

を
唱と

な

え
て
媚こ

び
へ
つ
ら
う
よ
う
な
外が

い

交こ
う

で
は
、
か
え
っ
て
馬ば

鹿か

に
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
「
友ゆ

う

好こ
う

」
も
破や

ぶ

れ
、
つ
い
に
は
そ
の
大た

い

国こ
く

か
ら
支し

配は
い

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

近き
ん

年ね
ん

の
対た

い

中ち
ゅ
う

外が
い

交こ
う

は
こ
の
正せ

い

反は
ん

対た
い

を
や
っ
て
き
た
。
そ
の
一い

ち

例れ
い

が
、
か
つ
て
の
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

・
菅か

ん

政せ
い

権け
ん

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

使し

に
任に

ん

命め
い

さ
れ

た
伊い

藤と
う

忠ち
ゅ
う・
元も

と

会か
い

長ち
ょ
うの
丹に

羽わ

宇う

一い
ち

郎ろ
う

氏し

だ
ろ
う
。
氏し

は
「
将

し
ょ
う

来ら
い

は
大だ

い

中ち
ゅ
う

華か

圏け
ん

の
時じ

代だ
い

が
到と

う

来ら
い

し
ま
す
」「
日に

本ほ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の

属ぞ
っ

国こ
く

と
し
て
生い

き
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
」「
そ
れ
が
日に

本ほ
ん

が

幸こ
う

福ふ
く

か
つ
安あ

ん

全ぜ
ん

に
生い

き
る
道み

ち

で
す
」
と
発は

つ

言げ
ん

し
た
と
伝つ

た

え
ら
れ

て
い
る
。［
４
］

　
一い

ち

流り
ゅ
う

商し
ょ
う

社し
ゃ

の
会か

い

長ち
ょ
うま
で
や
っ
た
人ひ

と

が
、
こ
う
い
う
事こ

と

を

言い

う
と
は
、
に
わ
か
に
信し

ん

じ
が
た
い
が
、
そ
れ
が
事じ

実じ
つ

か
ど

う
か
は
別べ

つ

に
し
て
、
日に

本ほ
ん

の
安あ

ん

全ぜ
ん

と
利り

益え
き

だ
け
を
図は

か

ろ
う

と
す
れ
ば
、
こ
の
「
属ぞ

っ

国こ
く

路ろ

線せ
ん

」
に
も
一い

ち

理り

あ
る
か
も
知し

れ

な
い
。
属ぞ

っ

国こ
く

と
な
っ
て
も
、
チ
ベ
ッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
の
よ
う

に
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

政せ
い

府ふ

に
楯た

て

突つ

か
な
け
れ
ば
平へ

い

穏お
ん

に
暮く

ら
せ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
は
、
こ
れ
を
「
正せ

い

道ど
う

」
を
踏ふ

み
外は

ず

し
た

外が
い

交こ
う

だ
と
指し

摘て
き

す
る
の
で
あ
る
。

　

西さ
い

郷ご
う

さ
ん
は
こ
う
も
言い

う
。

　

国く
に

の
陵

り
ょ
う

辱じ
ょ
く（
は
ず
か
し
め
）
せ
ら
る
ゝ
に
当あ

た

り
て
は
、
縦た

と

令い

国く
に

を
以も

っ

て
斃た

お

る
ゝ
共と

も

、
正せ

い

道ど
う

を
踏ふ

み
、
義ぎ

を
盡つ

く

す
は
政せ

い

府ふ

の
本ほ

ん

務む

也な
り

。・
・
・
戦い

く
さ
の
一い

ち

字じ

を
恐お

そ

れ
、
政せ

い

府ふ

の
本ほ

ん

務む

を
墜お

と

し
な
ば
、
商

し
ょ
う

法ほ
う

支し

配は
い

所じ
ょ

と
申も

う

す
も
の
に
て
政せ

い

府ふ

に
非あ

ら

ざ
る
也な

り

。

［
２
，　
Ｐ
］

　
「
正せ

い

道ど
う

を
踏ふ

み
、
義ぎ

を
盡つ

く

す
は
政せ

い

府ふ

の
本ほ

ん

務む

」
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
戦た

た
かい
を
恐お

そ

れ
て
、
そ
の
本ほ

ん

務む

を
忘わ

す

れ
た
ら
、
そ
れ

は
も
う
政せ

い

府ふ

で
は
な
い
、「
商

し
ょ
う

法ほ
う

支し

配は
い

所じ
ょ

」
す
な
わ
ち
商

し
ょ
う

人に
ん

国こ
っ

家か

の
勘か

ん

定じ
ょ
う

所じ
ょ

に
過す

ぎ
な
い
。

　

チ
ベッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
の
蛮ば

ん

行こ
う

を
見み

て
見み

ぬ
振ふ

り
を
し
、
ア

メ
リ
カ
が
対た

い

中ち
ゅ
う

冷れ
い

戦せ
ん

に
立た

ち
上あ

が
っ
て
も
、
そ
の
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

へ

の
影え

い

響き
ょ
うに
一い

っ

喜き

一い
ち

憂ゆ
う

す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
そ
ん
な
「
正せ

い

道ど
う

」

も
「
義ぎ

」
も
忘わ

す

れ
た
政せ

い

府ふ

は
、
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
か
ら
観み

れ
ば
「
商

し
ょ
う

法ほ
う

支し

配は
い

所じ
ょ

」そ
の
も
の
だ
ろ
う
。「
属ぞ

っ

国こ
く

」に
は
そ
れ
で
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

だ
。

　
こ
う
し
た
「
属ぞ

っ

国こ
く

路ろ

線せ
ん

」
を
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
き
っ
ぱ
り

と
拒き

ょ

否ひ

し
、
中

ち
ゅ
う

華か

帝て
い

国こ
く

か
ら
の
独ど

く

立り
つ

の
た
め
に
様さ

ま

々ざ
ま

な
苦く

心し
ん

を
し
て
き
た
。
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
独ど

く

立り
つ

外が
い

交こ
う

、
独ど

く

自じ

の
元げ

ん

号ご
う

制せ
い

定て
い

、

白は
く

村そ
ん

江こ
う

で
の
戦た

た
かい
と
そ
の
敗は

い

戦せ
ん

後ご

の
国こ

く

防ぼ
う

努ど

力り
ょ
く、
元げ

ん

寇こ
う

で
の
戦

た
た
か

い
、
等と

う

々と
う

。

　
「
属ぞ

っ

国こ
く

路ろ

線せ
ん

」
を
否ひ

定て
い

す
る
独ど

く

立り
つ

自じ

尊そ
ん

の
精せ

い

神し
ん

は
、
近き

ん

代だ
い

に

お
い
て
も
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

進し
ん

攻こ
う

か
ら
の
独ど

く

立り
つ

維い

持じ

、
日に

っ

清し
ん

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

、
先さ

き

に
挙あ

げ
た
「
人じ

ん

種し
ゅ

平び
ょ
う

等ど
う

条じ
ょ
う

項こ
う

」
提て

い

案あ
ん

、
そ
し
て
大だ

い

東と
う

亜あ

戦せ
ん

争そ
う

、
敗は

い

戦せ
ん

後ご

の
数す

う

千せ
ん

の
将

し
ょ
う

兵へ
い

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト

ナ
ム
で
の
独ど

く

立り
つ

戦せ
ん

争そ
う

支し

援え
ん

と
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
て
い
っ
た
。

　

我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
の
足あ

し

跡あ
と

を
辿た

ど

れ
ば
、
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
の
言い

う

「
正せ

い

道ど
う

」
は
明め

い

白は
く

だ
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国く

に

が
大だ

い

小し
ょ
う・

貧ひ
ん

富ぷ

を
問と

わ
ず
独ど

く

立り
つ

自じ

尊そ
ん

を
貫つ

ら
ぬ
き
、
互た

が

い
を
尊そ

ん

重ち
ょ
うし
て
睦む

つ

み

合あ

っ
て
い
く
、
と
い
う
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

だ
ろ
う
。
そ
の
「
正せ

い

道ど
う

」
を

弁わ
き
まえ
な
い
乱ら

ん

暴ぼ
う

者も
の

が
い
た
ら
、
よ
く
説と

き
聞き

か
せ
、
そ
れ
で
も

聞き

か
な
い
場ば

合あ
い

に
は
、
武ぶ

を
も
っ
て
そ
の
狼ろ

う

藉ぜ
き

を
制せ

い

止し

す
る
。

　

西さ
い

郷ご
う

さ
ん
の
説と

く
「
正せ

い

道ど
う

」
の
世せ

界か
い

は
、
現げ

ん

代だ
い

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

が
理り

想そ
う

と
掲か

か

げ
る
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

世せ

界か
い

の
在あ

り
方か

た

に
通つ

う

ず

る
。
ア
メ
リ
カ
も
陰か

げ

で
は
い
ろ
い
ろ
自じ

国こ
く

の
利り

を
図は

か

ろ
う
と
す

る
魂こ

ん

胆た
ん

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
大た

い

義ぎ

で
あ
る
自じ

由ゆ
う

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

は
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
理り

想そ
う

に
近ち

か

い
。
そ
し
て
こ
の
理り

想そ
う

を
踏ふ

み

に
じ
っ
て
覇は

権け
ん

を
広ひ

ろ

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
現げ

ん

代だ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
「
帝て

い

国こ
く

路ろ

線せ
ん

」
で
あ
り
、
ま
た
追つ

い

従じ
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
の
「
属ぞ

っ

国こ
く

路ろ

線せ
ん

」
な
の
だ
。

　
こ
の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うの
も
と
、
我わ

が
国く

に

は
独ど

く

立り
つ

自じ

尊そ
ん

を
目め

指ざ

す
の
か
、

属ぞ
っ

国こ
く

を
目め

指ざ

す
の
か
、
こ
の
問と

い
を
西さ

い

郷ご
う

さ
ん
は
我わ

れ

々わ
れ

に
突つ

き

つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

                                             （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
１
１
０
４　

米べ
い

中ち
ゅ
う

冷れ
い

戦せ
ん

の
幕ま

く

開あ

け　
ソ
連れ

ん

を
打だ

倒と
う

し
た
冷れ

い

戦せ
ん

に
続つ

づ

き
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
対た

い

す
る
第だ

い

２
次じ

冷れ
い

戦せ
ん

の

宣せ
ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

が
な
さ
れ
た
。
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（
４
）　

中な
か

西に
し

輝て
る

政ま
さ

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

観か
ん

』
を
問と

い
直な

お

せ
」、

『
明あ

日す

へ
の
選せ

ん

択た
く

』
Ｈ
２
４
．

１
１

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）．　
「
ペ
ン
ス
副ふ

く

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
痛つ

う

烈れ
つ

批ひ

判は
ん

」『
正せ

い

論ろ
ん

』

Ｈ
３
０
１
２

（
２
）．　

国こ
く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

編へ
ん

「
入

に
ゅ
う

門も
ん

・
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

：　

国こ
く

民み
ん

文ぶ
ん

化か

入に
ゅ
う

門も
ん

選せ
ん

書し
ょ　

第だ
い

二に

巻か
ん

」
Ｒ
０
１
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（
３
）　

國く
に

武た
け

忠た
だ

彦ひ
こ

『
語か

た

り
継つ

ご
う　

日に

本ほ
ん

の
思し

想そ
う

』　

単た
ん

２
．
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

と
闘た

た
かっ
て
き
た

        

か
つ
て
の
日に

本ほ
ん

と
比く

ら

べ
れ
ば

３
．「
西せ

い

洋よ
う

は
野や

蛮ば
ん

ぢ
や
」

４
．「
征せ

い

韓か
ん

論ろ
ん

」
で
は
な
く

        「
遣け

ん

韓か
ん

論ろ
ん

」

６
．「
正せ

い

道ど
う

を
踏ふ

み
、義ぎ

を
盡つ

く

す
は

         

政せ
い

府ふ

の
本ほ

ん

務む

」

７
．
独ど

く

立り
つ

自じ

尊そ
ん

か
、
属ぞ

っ

国こ
く

か

５
．「
正せ

い

道ど
う

を
踏ふ

み
、

        

国く
に

を
以も

っ

て
斃た

お

る
ゝ
の
精せ

い

神し
ん

な
く
ば
」
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Incêndio provocado por 
ataque criminoso em 
estúdio de animação em 
Kyoto deixa 33 mortos

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Incêndio criminal (20/07/2019)

A polícia disse que 33 
pessoas morreram e 35 
outras ficaram feridas 
num incêndio provocado 
por um ataque criminoso 
suspeito em um estúdio 
de animação na cidade de 
Kyoto, na região oeste do 
Japão.
Um homem não identifica-
do derramou o que parece 
ser gasolina na entrada do 
andar térreo do estúdio 
Kyoto Animation, na quin-
ta-feira. Então, ele ateou 

fogo no líquido, provocan-
do incêndio com explosão.
Segundo a polícia, 74 pes-
soas, incluindo emprega-
dos da companhia, esta-
vam no interior do edifício 
no momento do incêndio.
O fogo foi extinto cerca de 
cinco horas mais tarde.
A polícia diz que muitos 
corpos foram encontrados 
um sobre o outro em uma 
escada que vai do terceiro 
andar ao terraço.
O suspeito fugiu do local, 

mas foi detido mais tarde, 
no mesmo dia, pela polícia 
a cerca de 100 metros do 
estúdio.
A polícia também diz que 
não interrogou o homem 
uma vez que ele precisava 
ser tratado em um hospital 
devido a sérias queimadu-
ras que sofreu no incêndio.
A polícia diz que, segundo 
a carteira de habilitação 
que o homem portava, ele 
é um ex-residente da cida-
de de Saitama, ao norte de 

Tóquio, de 41 anos de ida-
de, atualmente sem ende-
reço fixo. O homem nunca 
trabalhou no estúdio Kyoto 
Animation, não se sabendo 
que conexões tinha com a 
companhia.
Latas de gasolina, facas de 
cozinha e um martelo fo-
ram descobertos nas proxi-
midades do estúdio. A po-
lícia suspeita que tais itens 
pertençam ao suspeito.

Chanceler japonês convoca 
embaixador da Coreia do Sul sobre 
questão da época da guerra

Coreia do Sul (20/07/2019)

O ministro dos Negócios 
Estrangeiros do Japão in-
timou o embaixador da 
Coreia do Sul em Tóquio 
a visitá-lo. O chanceler 
manifestou sua profunda 
decepção pelo fato do go-
verno sul-coreano não ter 
atendido o pedido de Tó-
quio para dar início a um 
processo de arbitragem, 
envolvendo um terceiro 
país, sobre a disputa traba-
lhista do tempo da guerra.
No ano passado, o Supre-
mo Tribunal da Coreia do 
Sul ordenou a companhias 
japonesas a indenização 

dos autores de um proces-
so que alegaram ter sido 
forçados a trabalhar para 
tais firmas durante a Se-
gunda Guerra Mundial.
O governo japonês disse 
que a questão relativa ao 
direito de pedir indeniza-
ção havia sido resolvida de 
forma completa e definiti-
va com a assinatura de um 
acordo pelas duas nações 
em 1965.
Taro Kono, o ministro dos 
Negócios Estrangeiros do 
Japão, encontrou-se com 
o embaixador sul-coreano 
Nam Gwam-pyo na sex-

Imperador emérito do Japão 
exibe sinais de anemia 
cerebral

Número de turistas estrangeiros 
no Japão para o mês de junho 
atinge alta recorde

Imperador emérito (17/07/2019)

Número de turistas estrangeiros  (18/07/2019)

A  Agência da Casa Im-
perial do Japão afirmou 
que o imperador emérito 
Akihito sofreu sintomas de 
anemia cerebral na semana 
passada, tendo se recupera-
do desde então.
Segundo o órgão, o im-
perador emérito, que tem 
85 anos, exibiu fortes sin-
tomas da doença antes do 
jantar, na quinta-feira. Ele 
se agachou no chão e a im-
peratriz emérita Michiko 
chamou um médico ime-

O número de visitantes 
estrangeiros ao Japão atin-
giu uma alta recorde para 
o mês de junho este ano. 
Autoridades do setor de 
turismo afirmam que o au-
mento se deve ao crescente 
número de turistas chine-
ses, em decorrência da fle-
xibilização dos requisitos 
para obtenção de visto.
A Organização Nacional 
do Turismo do Japão esti-
ma que 2,88 milhões de es-
trangeiros visitaram o país 

diatamente.
A agência disse que, apa-
rentemente, a anemia ce-
rebral foi provocada pelo 
cansaço decorrente dos 
exames de saúde aos quais 
o casal tem se submetido 
desde 9 de julho.
Na sexta-feira passada, o 
dia seguinte à manifesta-
ção da doença, o impe-
rador emérito fez alguns 
exames em sua residência, 
mas acabou cancelando o 
restante.

no mês passado. O número 
representa um aumento de 
6,5% em relação ao mes-
mo mês do ano anterior.
Turistas provenientes da 
China continental atingi-
ram 880.700, em um au-
mento de 15,7% com rela-
ção ao mesmo período do 
ano passado. O número de 
turistas sul-coreanos che-
gou a 611.900, enquanto o 
de Taiwan atingiu 461.100, 
ambos com um aumento 
de 0,9%.

ta-feira. Kono disse: “Nós 
realmente lamentamos não 
poder dar início à arbitra-
gem com base no acordo 
bilateral entre os dois paí-
ses. Gostaríamos de exor-
tar o governo sul-coreano 
a tomar medidas o quanto 
antes para remediar a atual 
situação, que é uma viola-
ção da lei internacional.”
Nam, por sua vez, criticou 
os controles mais rigorosos 
sobre exportações de insu-
mos de alta tecnologia do 
Japão para seu país. O em-
baixador sul-coreano disse 
“Cidadãos e empresas do 

nosso país estão enfren-
tando uma situação difícil 
e sendo prejudicados pelas 
medidas unilaterais do Ja-
pão. Acreditamos que esta 
situação, que prejudica os 
fundamentos da relação 
entre os dois países, preci-
sa ser resolvida imediata-
mente.”
O chanceler japonês, con-
tudo, pediu ao lado sul-co-
reano que não misturasse 
as restrições sobre expor-
tações com a questão do 
trabalho durante a guerra.”

Princesa Mako comparece a 
cerimônia em homenagem aos 120 
anos da imigração japonesa à Bolívia

Imigração japonesa à Bolívia  (18/07/2019)

A princesa Mako, do Ja-
pão, compareceu a uma 
cerimônia na Bolívia em 
comemoração ao 120º ani-
versário da chegada dos pri-
meiros imigrantes japoneses 
ao país.
O evento foi realizado, na 
quarta-feira, em Santa Cruz 
de la Sierra, a maior cidade 
boliviana.

Cerca de 150 pessoas, in-
cluindo descendentes de ja-
poneses, saudaram a filha do 
príncipe herdeiro e da prin-
cesa Akishino.
A princesa fez preces em ho-
menagem aos primeiros imi-
grantes e afirmou que não 
vai se esquecer de como eles 
superaram as dificuldades, 
com honestidade e diligên-

cia, para se aclimatarem na 
Bolívia.
Neste ano, comemora-se 
os 120 anos desde que 93 
japoneses desembarcaram 
em território boliviano para 
trabalhar no plantio de se-
ringueiras para a produção 
de borracha.
Atualmente, fala-se que 
mais de 10 mil descendentes 

de japoneses vivem no país.
A princesa Mako visitou um 
lar que abriga mais de 50 
crianças em idade pré-es-
colar que foram vítimas de 
abuso ou negligência pelos 
pais. Ela também conversou 
com três japonesas que tra-
balham no local.

Marie Kondo é indicada em duas categorias 
do Emmy Awards

Emmy Awards (18/07/2019)

Marie Kondo, guru japo-
nesa de organização, e seu 
seriado na Netflix foram 
indicados a dois prêmios 
Emmy, concedidos aos 
melhores programas de te-
levisão nos EUA.
A Academia de Artes e 
Ciências Televisivas dos 
EUA anunciou na terça-
feira os indicados para o 
71ª edição da premiação.

Kondo, conhecida também 
como “KonMari”, foi indi-
cada na categoria de apre-
sentadores de reality show 
ou programa de compe-
tição. Seu programa, por 
sua vez, foi indicado na 
categoria de reality show 
com notável produção.
O programa teve início em 
janeiro na TV americana 
e no serviço de streaming 

Netflix, que possui 150 
milhões de assinantes no 
mundo. Ele acompanha 
Marie Kondo em visitas a 
várias famílias para ajudá
-las a se livrarem de obje-
tos desnecessários.
Um livro com dicas de 
arrumação publicado por 
Kondo no Japão em 2010 
se tornou um best-seller 
traduzido em um grande 

número de países. A revis-
ta Time a selecionou como 
uma das 100 pessoas mais 
influentes do mundo em 
2015. Kondo reside atual-
mente em Los Angeles.
A cerimônia de premiação 
do Emmy será realizada 
também em Los Angeles 
no dia 22 de setembro.

Fortes precipitações de chuva atingem Japão
Fortes precipitações (19/07/2019)

O tufão Danas trouxe 
fortes precipitações de 
chuvas principalmente na 
região oeste do Japão. Se-
gundo previsões, chuvas 
pesadas poderão atingir 
amplas áreas do país até 
sábado.
A Agência de Meteorolo-

gia do Japão afirma que 
o Danas está se movendo 
rumo ao norte sobre o Mar 
da China Oriental, a uma 
velocidade de 20 km por 
hora, segundo dados das 
9h00 de sexta-feira.
A agência afirma que ven-
tos de até 72 km por hora 

vão atingir Okinawa e a 
parte norte de Kyushu, até 
o sábado. Ondas deverão 
chegar a 7 metros de al-
tura nas águas ao largo da 
província de Okinawa e 
Kyushu.
As condições atmosféri-
cas deverão permanecer 

instáveis até domingo em 
Okinawa e na região oeste 
do Japão, e até sábado na 
região leste do país. Algu-
mas áreas poderão receber 
mais de 50 milímetros de 
chuva por hora.
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の
任に

ん

期き

を
終お

え
帰き

国こ
く

し
た
竹た

け

下し
た

ゆ
か
り
さ
ん
は
、「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
は
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て

誇ほ
こ

り
を
も
っ
て
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を

守ま
も

ろ
う
と
す
る
人ひ

と

が
多お

お

く
い

る
。
素す

晴ば

ら
し
い
と
思お

も

う
」

と
感か

ん

動ど
う

。
さ
ら
に
派は

遣け
ん

先さ
き

の

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

で
は
、
日に

本ほ
ん

に

関か
ん

心し
ん

を
も
っ
て
熱ね

っ

心し
ん

に
勉べ

ん

強
き
ょ
う

す
る
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

も
多お

お

く
目め

に

し
た
と
い
う
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

は
１
０
代だ

い

前ぜ
ん

半は
ん

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

限げ
ん

定て
い

で
、
訪ほ

う

日に
ち

体た
い

験け
ん

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

学が
く

習し
ゅ
うを
受う

け
ら
れ
る
研け

ん

修
し
ゅ
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
が
「
頑が

ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
（
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
１
８
～
２
０
日か

の
３
日か

間か
ん

、

「
第だ

い

６
２
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

」
を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。
マ
ッ
ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
・
ド
・

ス
ル
州し

ゅ
う、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
連れ

ん

邦ぽ
う

直ち
ょ
っ

轄か
つ

区く

な
ど
遠え

ん

方ぽ
う

含ふ
く

め
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

か
ら
４
４
人に

ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

が
情

じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

換か
ん

や
指し

導ど
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

向こ
う

上じ
ょ
うの
た
め
に
参さ

ん

加か

。
１
８
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

の
開か

い

講こ
う

式し
き

で
は
、

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

や
来ら

い

賓ひ
ん

に
よ
る
挨あ

い

拶さ
つ

、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

認に
ん

定て
い

証し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

な
ど
が
あ
っ
た
。

張ば

っ
て
い
る
非ひ

日に
っ

系け
い

の
生せ

い

徒と

も
い
る
の
に
、
平

び
ょ
う

等ど
う

に
チ
ャ

ン
ス
が
与あ

た

え
ら
れ
な
い
。
日に

っ

系け
い

・
非ひ

日に
っ

系け
い

に
関か

か

わ
ら
ず
、

日に

本ほ
ん

で
勉べ

ん

強き
ょ
うす
る
道み

ち

が
選え

ら

べ

る
よ
う
に
な
れ
ば
良よ

い
の

に
」
と
少す

こ

し
悲か

な

し
そ
う
に
語か

た

っ
た
の
が
、
耳み

み

子し

に
は
印い

ん

象
し
ょ
う

的て
き

だ
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

ア
チ
バ
イ
ヤ
文ぶ

ん

協き
ょ
うの
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

に
派は

遣け
ん

さ
れ
た
國こ

く

分ぶ

文ふ
み

雄お

さ
ん
は
、
初し

ょ

級き
ゅ
う

日に

本ほ
ん

語ご

学が
く

習し
ゅ
う

者し
ゃ

向む

け
に
、
日に

ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

対た
い

応お
う

の
教

き
ょ
う

材ざ
い

を
作つ

く

っ
た
。
現げ

ん

に　

～
多た

様よ
う

化か

す
る
教

き
ょ
う

育い
く

現げ
ん

場ば

に
対た

い

応お
う

す
る
～
」。
日に

本ほ
ん

か
ら
学が

っ

校こ
う

法ほ
う

人じ
ん

江え

副ぞ
え

学が
く

園え
ん

新し
ん

宿じ
ゅ
く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

校こ
う

長ち
ょ
うの
江え

副ぞ
え

隆た
か

秀ひ
で

氏し

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

北
ぺ
き
ん

京
大だ

い

学が
く

の
駒こ

ま

澤ざ
わ

千ち

鶴づ
る

氏し

が
来ら

い

伯は
く

し
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

や
意い

見け
ん

交こ
う

換か
ん

会か
い

、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が

行お
こ
なわ
れ
て
い
る
。

　

開か
い

講こ
う

式し
き

に
は
同ど

う

セ
ン
タ
ー

の
前ぜ

ん

身し
ん

、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うだ
っ
た
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

元も
と

聖せ
い

州し
ゅ
う

議ぎ

、
独ど

く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
の
ブ
ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

か

ら
佐さ

藤と
う

洋ひ
ろ

史し

所し
ょ

長ち
ょ
う、
在ざ

い

聖せ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
平ひ

ら

野の

恭
き
ょ
う

子こ

副ふ
く

領り
ょ
う

事じ

ら
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

　

平ひ
ら

野の

氏し

は
今こ

ん

回か
い

の
テ
ー
マ

に
触ふ

れ
「『
多た

様よ
う

性せ
い

に
対た

い

応お
う

す
る
』
こ
と
は
他た

者し
ゃ

を
尊そ

ん

敬け
い

す

る
こ
と
で
、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
根こ

ん

幹か
ん

に
関か

か

わ
る
も
の
。
研け

ん

修し
ゅ
うに

参さ
ん

加か

す
る
こ
と
で
、
皆み

な

さ
ん

は
よ
り
深ふ

か

く
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
伝つ

た

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
」
と
期き

待た
い

を
語か

た
っ
た
。

　

開か
い

講こ
う

式し
き

で
は
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

認に
ん

定て
い

証し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

、
第だ

い

３
２

期き

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

養よ
う

成せ
い

講こ
う

座ざ

修し
ゅ
う

了り
ょ
う

証し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

、
ま
た
講こ

う

師し

と
し
て
１
０
年ね

ん

連れ
ん

続ぞ
く

の
来ら

い

伯は
く

を
迎む

か

え
た
江え

副ぞ
え

氏し

に
顕け

ん

彰
し
ょ
う

プ
レ
ー
ト
が
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

認に
ん

定て
い

証し
ょ
う

授じ
ゅ

与よ

式し
き

で
は
、
遠え

ん

藤ど
う

勝か
つ

久ひ
さ

さ
ん

（
ひ
か
り
塾じ

ゅ
く、
聖せ

い

市し

）、
染そ

め

谷や

光み
つ

子こ

さ
ん
（
ア
チ
バ
イ
ヤ

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

・
ア

チ
バ
イ
ヤ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

）、
萩は

ぎ

本も
と

み
ど
り
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ
さ
ん

（
イ
ビ
ウ
ー
ナ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

）

の
３
氏し

に
認に

ん

定て
い

証し
ょ
うが
贈お

く

ら
れ

た
。
認に

ん

定て
い

証し
ょ
うは
同ど

う

セ
ン
タ
ー

が
独ど

く

自じ

に
発は

っ

行こ
う

し
た
。

　

続つ
づ

い
て
太お

お

田た

ま
ゆ
み
さ
ん

　

独ど
く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協
き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
ブ

ラ
ジ
ル
事じ

務む

所し
ょ

（
佐さ

藤と
う

洋ひ
ろ

史し

所し
ょ

長ち
ょ
う）
は
１
日た

ち

、
聖せ

い

市し

の
同ど

う

事じ

務む

所し
ょ

で
、
２
０
１
７
年ね

ん

度ど

１
次じ

隊た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
帰き

国こ
く

直ち
ょ
く

前ぜ
ん

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

お
こ
な

っ
た
。
帰き

国こ
く

す
る
全ぜ

ん

１
８
人に

ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

佐さ

藤と
う

所し
ょ

長ち
ょ
う、
門か

ど

屋や

篤あ
つ

典の
り

次じ

長
ち
ょ
う

が
挨あ

い

拶さ
つ

を
述の

べ
、
帰き

国こ
く

後ご

の

活か
つ

躍や
く

へ
の
期き

待た
い

を
語か

た

っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
印い

ん

象し
ょ
うに

残の
こ

っ
て
い
る
出で

来き

事ご
と

や
苦く

労ろ
う

を
聞き

い
た
。

　

パ
ラ
カ
ツ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

で
教

き
ょ
う

師し

と
し

て
活か

つ

動ど
う

し
た
竹た

け

下し
た

ゆ
か
り
さ

ん
（
３
０
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

）
は
、

東ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

に
関か

ん

す
る

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うで
、
津つ

波な
み

の
塩え

ん

害が
い

に
負ま

け
ず
に
咲さ

い
た
「
ど
根こ

ん

性じ
ょ
うひ

ま
わ
り
」
の
種た

ね

を
生せ

い

徒と

と
植う

え
た
。「
涙な

み
だ

を
流な

が

し
て
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

を
聞き

い
て
く
れ
た
生せ

い

徒と

も
お

り
、
そ
の
姿す

が
た

が
記き

憶お
く

に
強つ

よ

く
残の

こ

っ
て
い
る
」。
帰き

国こ
く

後ご

も

日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
た
い
と
考か

ん
が

え

て
お
り
「
頑が

ん

張ば

っ
て
勉べ

ん

強き
ょ
うす

る
人ひ

と

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」

と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。

　

一い
っ

方ぽ
う

「
自じ

助じ
ょ

努ど

力り
ょ
くを
促う

な
が

す
」

と
い
う
活か

つ

動ど
う

課か

題だ
い

に
つ
い

て
、「
周

し
ゅ
う

囲い

は
私わ

た
し

に
任ま

か

せ
る

面め
ん

も
あ
り
、
自じ

分ぶ
ん

で
や
っ
て

し
ま
う
た
め
、
相あ

い

手て

に
努ど

力
り
ょ
く

を
『
促う

な
が

す
』
の
が
難む

ず
か

し
か
っ

た
。
活か

つ

動ど
う

の
意い

味み

を
悩な

や

ん
だ

こ
と
も
あ
っ
た
」
と
い
う
。

来
らい

社
しゃ

した江
え

副
ぞえ

隆
たか

秀
ひで

校
こう

長
ちょう

と広
こう

報
ほう

・ポルトガル
語
ご

担
たん

当
とう

のルイス・マルチネス先
せん

生
せい

　

７
月が

つ

１
８
～
２
０
日か

に
行

お
こ
な

わ
れ
て
い
る
「
第だ

い

６
２
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

」
で

講こ
う

師し

を
務つ

と

め
る
た
め
に
来ら

い

伯は
く

中ち
ゅ
うの
、
学が

っ

校こ
う

法ほ
う

人じ
ん

江え

副ぞ
え

学が
く

園え
ん

新し
ん

宿じ
ゅ
く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
江え

副ぞ
え

隆た
か

秀ひ
で

校こ
う

長ち
ょ
う（
６
８
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

）
と
、
広こ

う

報ほ
う

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

担た
ん

当と
う

の
ル
イ
ス
・
マ
ル
チ
ネ
ス

先せ
ん

生せ
い

（
３
７
）
が
１
８
日に

ち

に

来ら
い

社し
ゃ

し
、
新あ

た
ら

し
い
江え

副ぞ
え

式し
き

の

教き
ょ
う

材ざ
い

や
日に

本ほ
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

業ぎ
ょ
う

界か
い

の
現げ

ん

状じ
ょ
うに
つ
い
て
語か

た

っ
た
。

「
１
２
０
人に

ん

の
生せ

い

徒と

が
い
る
」

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
分ぶ

ん

校こ
う

で
教お

し

え
た
後あ

と

、
伯は

っ

国こ
く

ま
で
足あ

し

を
伸の

ば
し
た
。

　

独ど
く

自じ

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

授じ
ゅ

法ほ
う

「
江え

副ぞ
え

式し
き

教き
ょ
う

授じ
ゅ

法ほ
う

」
で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
て
い
る

江え

副ぞ
え

校こ
う

長ち
ょ
うは
、
講こ

う

師し

と
し
て

同ど
う

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

に
１
０
年ね

ん

間か
ん

連れ
ん

続ぞ
く

で
参さ

ん

加か

し
て
い
る
。
１
８
日に

ち

の
同ど

う

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

開か
い

講こ
う

式し
き

で
は
、

伯は
っ

国こ
く

日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
の
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長ち
ょ
うか
ら
顕け

ん

彰
し
ょ
う

プ
レ
ー
ト
が
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。

江え

副ぞ
え

校こ
う

長ち
ょ
うは
「
毎ま

い

年と
し

１
～
２

週し
ゅ
う

間か
ん

来き

て
い
る
。
そ
の
活か

つ

動ど
う

が
認み

と

め
ら
れ
た
の
は
嬉う

れ

し
い
」

と
喜よ

ろ
こ

ぶ
。

　

楽た
の

し
み
な
が
ら
学が

く

習し
ゅ
うで
き

　

１
８
日に

ち

付づ

け
本ほ

ん

面め
ん

の
記き

事じ

中ち
ゅ
うに
誤あ

や
ま

り
が
あ
っ
た
。
正た

だ

し
く

は
下し

も

本も
と

八は
ち

郎ろ
う

キ
ン
グ
会か

い

計け
い

士し

事じ

務む

所し
ょ

の
連れ

ん

絡ら
く

先さ
き

は
「
１
１ 

・
２
０
６
８
・２
５
３
７
」
で

は
な
く
、「
１
１
・
２
８
５
６ 

・
７
２
９
０
／
７
２
２
０
」

だ
っ
た
。
お
詫わ

び
の
上う

え

、
訂て

い

正せ
い

す
る
。

在ざ
い

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
内な

い

で
資し

料り
ょ
うと

し
て
保ほ

存ぞ
ん

さ
れ
て
い
る
そ
う

だ
が
、
ぜ
ひ
外そ

と

に
も
広ひ

ろ

く
共

き
ょ
う

有ゆ
う

で
き
な
い
も
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　
「
第だ

い

５
８
回か

い

パ
ラ
ナ
民み

ん

族ぞ
く

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

」
が
６
月が

つ

３
０
～
７

月が
つ

１
２
日に

ち

、
同ど

う

州し
ゅ
う
ク
リ
チ
バ

市し

の
グ
ア
イ
ー
ラ
劇げ

き

場じ
ょ
うで
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
６
日か

に
は
ク
リ
チ

バ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

が

日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

を
披ひ

露ろ
う

し

た
。
同ど

う

会か
い

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

を
務つ

と

め
、

芸げ
い

能の
う

祭さ
い

で
は
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

「
生せ

い

長ち
ょ
うの
家い

え

」
コ
ー
ラ
ス
隊た

い

で
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、『
銀ぎ

ん

色い
ろ

の
道み

ち

』『
花は

な

』

を
披ひ

露ろ
う

し
た
笹さ

さ

谷た
に

宏こ
う

一い
ち

さ
ん

（
７
６
、
二に

世せ
い

）。「
観か

ん

客き
ゃ
く
に

歌か

詞し

の
意い

味み

を
伝つ

た

え
た
い
が
、

理り

解か
い

し
て
い
る
の
は
正

し
ょ
う

直じ
き

１

割わ
り

程て
い

度ど

で
は
」
と
少す

こ

し
悲か

な

し

そ
う
。
歌か

詞し

を
ポ
語ご

訳や
く

し
て

記き

載さ
い

し
た
も
の
を
配く

ば

る
な
ど

の
方ほ

う

法ほ
う

は
あ
る
が
、
舞ぶ

台た
い

に

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
うす
る
よ
う
に
客

き
ゃ
く

席せ
き

の
照

し
ょ
う

明め
い

は
落お

と
さ
れ
て
お
り
、
日に

本ほ
ん

語ご

を
完か

ん

璧ぺ
き

に
訳や

く

す
の
も
難

む
ず
か

し
い
。
言げ

ん

語ご

を
越こ

え
て
伝つ

た

わ

る
と
い
う
「
言こ

と

霊だ
ま

」
に
期き

待た
い

す
る
し
か
な
い
？
！

日に

本ほ
ん

や
中ち

ゅ
う

国ご
く

か
ら
講こ

う

師し

が
来ら

い

伯は
く

全ぜ
ん

伯ぱ
く

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

研け
ん

修し
ゅ
う

会か
い

を
開か

い

催さ
い

　

高た
か

橋は
し

美み

月づ
き

さ
ん
（
２
５
、

東と
う

京き
ょ
う

都と

、
パ
ラ
イ
バ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

）
は
、
い
け
ば
な
の

師し

範は
ん

と
し
て
教

き
ょ
う

室し
つ

で
指し

導ど
う

を

行お
こ
なう
他ほ

か

、
イ
ベ
ン
ト
の
会か

い

場
じ
ょ
う

装そ
う

花か

、
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

や
カ
レ
ン
ダ

ー
を
製せ

い

作さ
く

。生せ
い

徒と

か
ら
は「
サ

ボ
テ
ン
は
い
け
ら
れ
ま
す

か
」
と
の
質し

つ

問も
ん

が
あ
る
な
ど
、

日に

本ほ
ん

に
な
い
新あ

た
ら

し
い
視し

点て
ん

の

発は
っ

見け
ん

が
あ
っ
た
そ
う
。

　

國こ
く

分ぶ

文ふ
み

雄お

さ
ん
（
３
８
、

東と
う

京き
ょ
う

都と

）
の
派は

遣け
ん

先さ
き

は
ア
チ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
帰き

国こ
く

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
良よ

さ
伝つ

た

え
て
！
」

日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ
ー
が
顕け

ん

彰し
ょ
う

プ
レ
ー
ト

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

の
江え

副ぞ
え

校こ
う

長ち
ょ
う

来ら
い

伯は
く

陣じ
ん

内な
い

す
ま
さ
ん
が
民み

ん

話わ

や
料り

ょ
う

理り

紹し
ょ
う

介か
い

絵え

本ほ
ん

「
私わ

た
し

の
ア
マ
ゾ
ン
」
刊か

ん

行こ
う

バ
イ
ヤ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

。学が
っ

校こ
う

で
は
、

日に
ち

ポ
両

り
ょ
う

語ご

対た
い

応お
う

で
初し

ょ

級き
ゅ
う

者し
ゃ

向む

け
の
教

き
ょ
う

材ざ
い

が
少す

く

な
い
こ
と
か

ら
、
自じ

身し
ん

で
行

お
こ
な

っ
た
授じ

ゅ

業
ぎ
ょ
う

の
資し

料り
ょ
うを
ま
と
め
、
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
作つ

く

っ
た
と
い
う
。「
帰き

国こ
く

後ご

の
進し

ん

路ろ

は
決き

め
て
い
な
い

が
、
機き

会か
い

が
あ
れ
ば
ま
た
戻も

ど

っ
て
き
た
い
」
と
達た

っ

成せ
い

感か
ん

に

満み

ち
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
う。

　

門か
ど

屋や

次じ

長ち
ょ
うも
「
皆み

な

さ
ん
の

強つ
よ

み
は
、
本ほ

ん

や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
は
な
く
、
楽た

の

し
い
こ

と
も
辛つ

ら

い
こ
と
も
実じ

っ

際さ
い

に
体た

い

験け
ん

し
て
い
る
こ
と
。
帰き

国こ
く

し

た
ら
周

し
ゅ
う

囲い

に
経け

い

験け
ん

し
た
こ
と

を
話は

な

し
て
ほ
し
い
」
と
の
言こ

と

葉ば

を
送お

く

っ
た
。

　

佐さ

藤と
う

所し
ょ

長ち
ょ
うは
「
派は

遣け
ん

先さ
き

で
は
協

き
ょ
う

力り
ょ
くが
得え

ら
れ
な
か
っ
た

り
、
周

し
ゅ
う

囲い

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
引ひ

き
上あ

げ
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
各お

の

々お
の

苦く

労ろ
う

が
あ
っ
た

　

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州し

ゅ
う

マ
ナ
ウ

ス
市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

の
陣じ

ん

内な
い

す
ま
さ

ん
（
本ほ

ん

名み
ょ
う・
陣じ

ん

内な
い

節せ
つ

子こ

さ
ん
）

が
、
ア
マ
ゾ
ン
に
関か

ん

す
る
絵え

本ほ
ん

「
大だ

い

蛇じ
ゃ

の
住す

む
森も

り　

私わ
た
し

の
ア
マ
ゾ
ン
」
を
日に

本ほ
ん

の
啓け

い

正せ
い

社し
ゃ

か
ら
刊か

ん

行こ
う

し
た
。
ア
マ
ゾ

ン
で
５
０
年ね

ん

生せ
い

活か
つ

す
る
陣じ

ん

内な
い

さ
ん
が
、
ア
マ
ゾ
ン
川が

わ

の
魚

さ
か
な

や
料

り
ょ
う

理り

、
民み

ん

話わ

な
ど
を
ま
と

め
、
絵え

は
画が

家か

の
故こ

・
ヴ
ァ

「多
た

様
よう

化
か

する教
きょう

育
いく

現
げん

場
ば

に対
たい

応
おう

」
（７） ２０１９年第５２８７号 	 ７月	２０日	（土曜日）

研
けん

修
しゅう

の受
じゅ

講
こう

生
せい

ら

帰
き

国
こく

するボランティアら

込こ

ま
れ
た
が
、
そ
の
部ぶ

分ぶ
ん

に
つ

い
て
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
は
あ
ま
り

報ほ
う

じ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
だ
。

「
日に

本ほ
ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
国こ

く

内な
い

の

こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
が
ち
。

国こ
く

際さ
い

化か

が
進す

す

む
今い

ま

、
も
っ
と

広ひ
ろ

い
視し

点て
ん

を
も
っ
て
ほ
し
い
」

と
苦く

言げ
ん

を
呈て

い

し
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
含ふ

く

め
、
日に

本ほ
ん

語ご

や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
学ま

な

ぼ
う
と

す
る
人ひ

と

は
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
い
る
。

日に

本ほ
ん

は
も
っ
と
外そ

と

に
目め

を
向む

け
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン
タ

ー
の
日く

さ

下か

野の

良よ
し

武た
け

理り

事じ

長
ち
ょ
う

は
、
先せ

ん

日じ
つ

の
参さ

ん

議ぎ

院い
ん

本ほ
ん

会か
い

議ぎ

で
可か

決け
つ

・
成せ

い

立り
つ

し
た
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

で
暮く

ら
す
外が

い

国こ
く

人じ
ん

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を
推す

い

進し
ん

す
る
「
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

」
に
つ
い

て
、
日に

本ほ
ん

メ
デ
ィ
ア
の
報ほ

う

道ど
う

に
対た

い

す
る
不ふ

満ま
ん

を
漏も

ら
し
た
。

法ほ
う

案あ
ん

に
は
、
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

支し

援え
ん

も
盛も

り

２
３
日に

ち

に
次つ

ぎ

の
２
２
人に

ん

到と
う

着ち
ゃ
く

る
教

き
ょ
う

材ざ
い

と
し
て
、
日に

本ほ
ん

語ご

教
き
ょ
う

科か

書し
ょ

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
紹

し
ょ
う

介か
い

。
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

の
写し

ゃ

真し
ん

を
ア
プ

リ
で
読よ

み
込こ

み
動ど

う

画が

を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
実じ

っ

際さ
い

に

会か
い

話わ

す
る
様よ

う

子す

や
文も

字じ

の
覚お

ぼ

え
方か

た

、
日に

本ほ
ん

語ご

独ど
く

特と
く

の
ニ
ュ

ア
ン
ス
を
感か

ん

情じ
ょ
う

認に
ん

識し
き

ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
の
ペ
ッ

パ
ー
く
ん
が
解か

い

説せ
つ

す
る
様よ

う

子す

『私
わたし

のアマゾン』の表
ひょう

紙
し

絵
え

訂て
い

正せ
い

ン
・
ペ
レ
イ
ラ
さ
ん
が
担た

ん

当と
う

し
て
い
る
。

　

陣じ
ん

内な
い

さ
ん
が
絵え

本ほ
ん

の
作さ

く

成せ
い

を
企き

画か
く

し
た
の
は
２
年ね

ん

前ま
え

。

「
ア
マ
ゾ
ン
の
段だ

ん

々だ
ん

と
失う

し
な

わ

れ
て
い
く
『
森も

り

と
水み

ず

の
世せ

界か
い

』
を
日に

本ほ
ん

の
人ひ

と

達た
ち

に
も
知し

っ
て
ほ
し
い
」
と
思お

も

い
、
元も

と

イ
ン
デ
ィ
オ
の
血ち

筋す
じ

を
持も

つ

画が

家か

の
ペ
レ
イ
ラ
さ
ん
が
描か

い
た
絵え

で
絵え

本ほ
ん

を
作つ

く

り
始は

じ

め

た
。
ペ
レ
イ
ラ
さ
ん
は
、
陣じ

ん

内な
い

さ
ん
が
１
９
９
２
年ね

ん

に
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

し
た
「
ガ
ラ
シ
と
ク
ル
ピ

ラ
」
で
も
絵え

を
担た

ん

当と
う

し
て
い

る
。

　

表
ひ
ょ
う

紙し

に
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の

民み
ん

話わ

か
ら
ス
ク
リ
（
大だ

い

蛇じ
ゃ

）

が
バ
ク
に
絡か

ら

み
つ
い
て
い
る

シ
ー
ン
が
描え

が

か
れ
て
い
る
。

前ぜ
ん

半は
ん

に
は
写し

ゃ

真し
ん

と
絵え

を
使つ

か

っ

て
、「
ピ
ラ
ル
ク
」「
ピ
ラ
ニ

ア
」「
タ
ン
バ
キ
」
等な

ど

の
ア

マ
ゾ
ン
の
魚さ

か
な

と
料

り
ょ
う

理り

を
紹

し
ょ
う

介か
い

。

　

後こ
う

半は
ん

に
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の

民み
ん

話わ

が
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

綺き

麗れ
い

な
声こ

え

で
歌う

た

う
鳥と

り

ウ
イ
ラ

と
思お

も

う
。
で
も
自じ

分ぶ
ん

か
ら
試し

行こ
う

錯さ
く

誤ご

し
て
物も

の

事ご
と

に
取と

り
組く

ん
だ
経け

い

験け
ん

は
、
こ
の
先さ

き

必か
な
らず

役や
く

立だ

つ
。
自じ

信し
ん

を
も
っ
て
帰か

え

っ
て
」
と
語か

た

り
か
け
た
。「
ブ

ラ
ジ
ル
が
持も

つ
大お

お

ら
か
な
精せ

い

神し
ん

は
、
今い

ま

の
日に

本ほ
ん

に
欠か

け
て

い
る
。
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
日に

本ほ
ん

の
や
り
方か

た

が
常つ

ね

に
正た

だ

し
い
と

は
限か

ぎ

ら
な
い
。
異い

文ぶ
ん

化か

を
知し

る
皆み

な

が
活か

つ

躍や
く

し
て
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
良よ

さ
を
日に

本ほ
ん

に
伝つ

た

え

て
」
と
帰き

国こ
く

後ご

の
活か

つ

躍や
く

に
期き

待た
い

を
寄よ

せ
た
。

　

す
で
に
帰き

国こ
く

し
た
今こ

ん

回か
い

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
入い

れ
替か

わ
り
で
、
２
３
日に

ち

に
新あ

ら

た
に

２
２
人に

ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

来ら
い

伯は
く

す
る
予よ

定て
い

。

プ
ル
ー
の
有ゆ

う

名め
い

な
愛あ

い

の
物も

の

語
が
た
り

「
ウ
イ
ラ
プ
ル
ー
」、
マ
ウ
エ

ス
の
イ
ン
デ
ィ
オ
部ぶ

落ら
く

に
い

た
、
守ま

も

り
神が

み

の
少

し
ょ
う

年ね
ん

の
逸い

つ

話わ

「
ガ
ラ
ナ
」
な
ど
、
１
０
編ぺ

ん

の
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
内な

い

容よ
う

が
目め

白じ
ろ

押お

し
だ
。

　

限げ
ん

定て
い

２
０
冊さ

つ

。
価か

格か
く

は
一い

っ

冊さ
つ

１
３
５
レ
ア
ル
。
聖せ

い

市し

リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

の
高た

か

野の

書し
ょ

店て
ん

で
来ら

い

週し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

に
販は

ん

売ば
い

を
開か

い

始し

す
る
予よ

定て
い

。
問と

い

合あ
わ

せ
は
陣じ

ん

内な
い

さ
ん
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

＝setsu
k

o
@

atstu
r.

com

）
ま
で
。

い
分わ

け
て
利り

用よ
う

す
る
と
効こ

う

果か

的て
き

。
　

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

業ぎ
ょ
う

界か
い

で
は

「
こ
こ
数す

う

年ね
ん

で
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

は
４
０
０
校こ

う

か
ら
７
０
０
校こ

う

に
増ふ

え
た
」
と
説せ

つ

明め
い

。
だ
が
、

新し
ん

宿じ
ゅ
く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

は
そ
の

ブ
ー
ム
に
乗の

ろ
う
と
考か

ん
が

え
ず
、

あ
え
て
生せ

い

徒と

数す
う

は
現げ

ん

状じ
ょ
う

維い

持じ

の
５
５
０
人に

ん

。「
で
も
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
て
、

ア
ジ
ア
系け

い

が
ほ
と
ん
ど
」。

　

国こ
く

内な
い

で
も
、「
遠え

ん

隔か
く

で
の
講こ

う

座ざ

」
を
行お

こ
な

う
。
工こ

う

場じ
ょ
う

地ち

帯た
い

で

あ
る
山や

ま

形が
た

県け
ん

は
働は

た
ら

く
外が

い

国こ
く

人じ
ん

は
多お

お

い
が
、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

が

ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
よ
う

な
周ま

わ

り
に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

機き

関か
ん

が
な
い
地ち

方ほ
う

や
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

等な
ど

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に
人に

ん

気き

の
講こ

う

座ざ

と
な
っ
て
い
る
。

　

伯は
っ

国こ
く

に
つ
い
て
は
「
１
０

年ね
ん

前ま
え

は
、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

を
受う

け
る
の
は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

ば
か
り
だ
っ

た
が
、
今い

ま

は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
勢

い
き
お

い
が
凄す

ご

い
」
と
感か

ん

想そ
う

を
述の

べ
、

当と
う

地ち

の
変へ

ん

化か

も
実じ

っ

感か
ん

し
て
い

た
。

（
ブ
ラ
ジ
ル
世せ

界か
い

救き
ゅ
う

世せ
い

教き
ょ
う）、

富と
み

川か
わ

菊き
く

池ち

ア
フ
ラ
ニ
オ
悟さ

と
る
さ

ん
（
ア
チ
バ
イ
ヤ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

・
ア
チ
バ
イ
ヤ
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

）、
長は

谷せ

川が
わ

藍あ
い

さ

ん
（
サ
ウ
ー
デ
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協
き
ょ
う

会か
い

・
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

）、
濱は

ま

田だ

彩あ
や

乃の

さ
ん
（
む
つ
み
幼よ

う

稚ち

園え
ん

、

ロ
ベ
ル
ト
・
ノ
リ
オ
学が

く

園え
ん

）、

三み

好よ
し

保ほ

母ぼ

久ひ
さ

美み

エ
リ
カ
さ
ん

（
ス
ザ
ノ
日に

っ

伯ぱ
く

学が
く

園え
ん

）、
矢や

野の

ま
ゆ
み
さ
ん
（
個こ

別べ
つ

指し

導ど
う

）

の
６
氏し

に
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

養よ
う

成せ
い

講こ
う

座ざ

修し
ゅ
う

了り
ょ
う

証し
ょ
うを
授じ

ゅ

与よ

。
養よ

う

成せ
い

講こ
う

座ざ

は
７
ヵ
月げ

つ

間か
ん

の
講こ

う

義ぎ

や
通つ

う

信し
ん

教き
ょ
う

育い
く

、
模も

擬ぎ

授じ
ゅ

業
ぎ
ょ
う

な
ど
の
指し

導ど
う

を
受う

け
、
認に

ん

定て
い

試し

験け
ん

に
合ご

う

格か
く

し
た
人ひ

と

に
贈お

く

ら
れ
る
。

　

江え

副ぞ
え

氏し

は
１
０
年ね

ん

間か
ん

、
研け

ん

修し
ゅ
うに
講こ

う

師し

と
し
て
私し

費ひ

で
来ら

い

伯は
く

。
日く

さ

下か

野の

理り

事じ

長ち
ょ
うか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うを
受う

け
取と

り
、「
２
０

年ね
ん

目め

ま
で
頑が

ん

張ば

っ
て
、
感か

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うを
ま
た
受う

け
取と

り
た
い
」

と
笑え

顔が
お

で
話は

な

し
、
会か

い

場じ
ょ
うの
笑わ

ら

い
を
誘さ

そ

う
と
と
も
に
大お

お

き
な

拍は
く

手し
ゅ

が
送お

く

ら
れ
た
。

　

日く
さ

下か

野の

理り

事じ

長ち
ょ
うは
「
日に

本ほ
ん

に
は
謙け

ん

虚き
ょ

、
思お

も

い
や
り
、
目め

上う
え

の
方か

た

へ
の
尊そ

ん

敬け
い

、
礼れ

い

儀ぎ

作さ

法ほ
う

な
ど
良よ

い
文ぶ

ん

化か

が
あ
る
。

ポ
語ご

に
も
似に

た
意い

味み

の
言こ

と

葉ば

は
あ
る
が
、
完か

ん

全ぜ
ん

に
は
訳や

く

せ

な
い
。
日に

本ほ
ん

語ご

で
な
い
と
伝つ

た

わ
ら
な
い
も
の
が
あ
る
」
と

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
伝つ

た

え
る
上う

え

で
の

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

育い
く

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

性せ
い

に
言げ

ん

及き
ゅ
う。「
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡わ

た

っ
た
移い

民み
ん

が
１
１
１
年ね

ん

か
け
て
培

つ
ち
か

っ

た
努ど

力り
ょ
く、
思お

も

い
を
伝つ

た

え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

く

語か
た
っ
た
。

が
流な

が

れ
る
画か

っ

期き

的て
き

な
ツ
ー

ル
だ
。

　

江え

副ぞ
え

校こ
う

長ち
ょ
う

に
よ
れ

ば
、
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

を
ス
キ
ャ

ン
す
る
と
音お

ん

声せ
い

が
再さ

い

生せ
い

さ
れ
る
「
サ

ウ
ン
ド
リ
ー

ダ
ー
」
と
使つ

か

　

今こ
ん

回か
い

の
テ
ー
マ
は
「
成せ

い

長
ち
ょ
う

し
続つ

づ

け
る
教

き
ょ
う

師し

で
あ
る
た
め
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ANO XXII  –  Nº 5287 SÃO PAULO, SÁBADO, 20 DE JULHO DE 2019 R$ 4,00
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